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山陰海岸ジオパーク世界認定の朗報に、エリア内の各自治体で喜びの声があふれた 

エリア内の府県や市町が世界認定祝う 

特　集 

　
世
界
認
定
の
知
ら
せ
を
受
け
た
10
月
４

日
の
朝
、
エ
リ
ア
内
の
自
治
体
は
そ
れ
ぞ

れ
祝
賀
ム
ー
ド
で
い
っ
ぱ
い
。
く
す
玉
割

り
な
ど
で
世
界
認
定
を
祝
っ
た
（
上
写
真
）。 

　
本
市
で
も
市
役
所
峰
山
庁
舎
の
ロ
ビ
ー

で
報
告
会
が
開
か
れ
、
行
政
や
観
光
関
係

者
な
ど
約
１
０
０
人
が
集
ま
っ
た
。 

　
同
協
議
会
の
副
会
長
を
務
め
る
中
山
市

長
は
「
心
か
ら
う
れ
し
い
。
大
切
な
の
は

こ
れ
か
ら
。
山
陰
海
岸
の
素
晴
ら
し
い
魅

力
を
日
本
中
、
世
界
中
に
届
け
て
、
多
く

の
人
に
訪
れ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

く
す
玉
を
割
り
、
長
濱
孝
次
市
観
光
協
会

長
の
音
頭
で
万
歳
三
唱
を
し
て
祝
っ
た
。 

　
ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
、
地
質
学
的
に
重
要

な
地
質
遺
産
を
多
数
含
む
自
然
公
園
の
こ

と
。
そ
の
中
で
も
、
特
に
ユ
ネ
ス
コ
が
支

援
す
る
「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
Ｇ
Ｇ
Ｎ
）」
へ
の
加
盟
を
認
め
ら
れ
た

地
域
が
「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
だ
。 

　
ユ
ネ
ス
コ
の
「
世
界
遺
産
」
が
〝
保
護
〞

を
重
視
す
る
の
に
対
し
て
、
ジ
オ
パ
ー
ク

は
保
護
と
同
時
に
教
育
や
地
域
振
興
へ
の

〝
活
用
〞
を
重
視
す
る
。
再
審
査
が
４
年
ご

と
に
あ
り
、
取
り
組
み
が
不
十
分
と
判
断

さ
れ
た
場
合
は
、
認
定
を
取
り
消
さ
れ
て

し
ま
う
。 

　
10
月
４
日
、
新
た
に
11
地
域
が
認
定
さ

れ
、
25
カ
国
77
地
域
と
な
っ
た
。
日
本
国

内
で
は
、
洞
爺
湖
・
有
珠
山
（
北
海
道
）
、

　
京
丹
後
市
経
ヶ
岬
か
ら
鳥
取
市
白
兎
海
岸
ま
で
の
東
西
１
１
０
㌔
㍍
、
南
北
最
大
30
㌔
㍍
に
及

ぶ
「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
」。
現
地
時
間
10
月
３
日
、
ギ
リ
シ
ャ
の
レ
ス
ボ
ス
島
で
開
催
さ
れ
た

「
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
ジ
オ
パ
ー
ク
会
議
」
で
最
終
審
査
が
行
わ
れ
、
つ
い
に
「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
へ
の
加
盟
が
認
定
さ
れ
た
。
平
成
19
年
に
、
エ
リ
ア
内
の
３
府
県
３
市
３
町
な
ど
が

「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
て
か
ら
３
年
。
世
界
認
定
に
向
け
た
地
道
な
取

り
組
み
が
実
を
結
ぶ
日
が
、
よ
う
や
く
訪
れ
た
。 

京
丹
後
の
地
質
や
自
然
を
海
外
へ
も
発
信 

と
う 

や 

こ 

ざ
ん 

う 

す 

市政トピックス 

まちのわだい 

情報ファイル 
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生命の絆 生まれてきてくれてありがとう 

京丹後人 7

京丹後産の新米とサワラを学校給食に／
森本工業団地完成　ほか 

平成21年度国民健康保険事業特別会計決
算／第１次京丹後市行財政改革結果 

保育所園児らスイセンを植え付け／男性長寿
日本一木村次郎右衞門さんの長寿祝う　ほか 
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「金刀比羅神社秋祭り」 
「タスキでつなぐ仲間の思い」 

白井 隆子さん（網野町浜詰） 
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山陰海岸が世界ジオパークに認定 
特集 

◆趣味は？ 
　温泉に入ることです。「たんご湯遊パス」を使
って、久美浜温泉や木津温泉など丹後の温泉巡
りをしています。皆さんもぜひKTRを利用して
行ってみてくださいね。 
◆京丹後市の好きな景色は？ 
　列車の車窓から見るかぶと山が好きです。き
れいな形をしていて、見てると胸がスカッとし
ちゃいます。 
◆広報紙について一言 
　丹後のいろんな情報が載っていて楽しいです
よ。地元に住んでいても知らないことがたくさ
んあって、再発見になります。記事を見て「ここ
行ってみたいな」と思うこともありますね。 

泊利 恵さん 

昭和56年8月生まれ。29歳。久美浜
高校卒業後、京都市の大学へ。卒業
後は帰郷し、鉄道関係の会社に就職。
平成19年10月、KTRに初代トレイ
ンアテンダントとして入社。乗客
に明るい笑顔を振りまいている。 

プロフィール 

（久美浜町栄町） 

とま  り  めぐみ 

表紙企画「今月の笑顔今月の笑顔」に登場していただけるかたを募
集しています。ご希望のかたは広報係（蕁69-0110）
までご連絡ください。自薦他薦を問いません。 

今月の笑顔今月の笑顔 

水と生きる 

山
陰
海
岸
が
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定 

３
府
県
３
市
３
町
の
悲
願
、
つ
い
に
実
現 

祝
賀
報
告
会
で
関
係
者
ら
万
歳
三
唱 

地
域
振
興
へ
の
期
待
が
高
ま
る 

「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」 

京丹後市京丹後市 京丹後市 

豊岡市豊岡市 豊岡市 

岩美町岩美町 岩美町 鳥取県鳥取県 鳥取県 新温泉町新温泉町 新温泉町 

香美町香美町 香美町 

（シンボルマーク） 
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地
層
、
岩
石
、
化
石
、
鳴
き
砂
、
微

小
貝
、
そ
し
て
郷
村
断
層
―
。
本
物

を
自
分
の
目
で
見
て
、
自
分
の
手
で

触
れ
て
、
そ
し
て
ち
ゃ
ん
と
分
か
っ

た
と
き
の
喜
び
は
子
ど
も
た
ち
の
記

憶
に
ず
っ
と
残
り
ま
す
。 

　
美
し
い
自
然
と
温
か
い
丹
後
の
人

た
ち
の
中
で
子
ど
も
た
ち
が
学
習
で

き
る
よ
う
に
、
多
く
の
市
民
の
か
た

が
た
と
一
緒
に
こ
れ
か
ら
も
ジ
オ
パ

ー
ク
に
か
か
わ
っ
て
い
け
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
」
は
、
こ

れ
か
ら
の
丹
後
を
考
え
る
キ
ー
ワ
ー

ド
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

　
カ
ニ
や
魚
な
ど
の
お
い
し
い
食
べ

物
は
も
ち
ろ
ん
、
温
泉
や
ち
り
め
ん

な
ど
、
京
丹
後
市
域
の
す
べ
て
に
ジ

オ
の
恵
み
が
あ
り
ま
す
。
丹
後
の
観

光
業
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
ジ
オ
に

つ
い
て
も
っ
と
勉
強
し
て
、
地
元
や

観
光
客
に
率
先
し
て
発
信
し
て
い
か

な
け
れ
ば
と
気
が
引
き
締
ま
る
思
い

で
す
。 

　
世
界
認
定
は
観
光
の
面
で
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
。
こ
れ
を
機
に
、
国
内
は

も
ち
ろ
ん
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
も

積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
に
は
、
交
通
の
便
の
確

保
や
ジ
オ
ガ
イ
ド
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

成
な
ど
課
題
は
山
積
み
。
観
光
客
の

目
線
に
立
っ
た
環
境
整
備
が
必
要
で

す
。
ま
だ
模
索
の
段
階
で
す
が
、
行

政
・
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
進
め
て

い
き
た
い
で
す
。 

久美浜町の箱石海岸でガイド養成講座
を受ける市民たち（8月4日） 

網野町の琴引浜鳴き砂文化館で説明を
受ける市内在住の外国人たち（10月4日） 

佐濃小6年生が丹後町の後ヶ浜で柱状
節理を体験学習（10月8日） 

京都市南区のイオンモール京都でお客
さんにカニご飯を振る舞う峰山高生徒
ら（10月12日） 

市ホームページにジオパークの情報を掲載しています。 
http://www.city.kyotango.lg.jp/kanko/geopark/index.html

糸
魚
川
（
新
潟
県
）、
島
原
半
島
（
長
崎
県
）

の
３
カ
所
が
す
で
に
認
定
さ
れ
て
お
り
、

山
陰
海
岸
は
４
番
目
に
世
界
の
仲
間
入
り

を
果
た
し
た
。 

　
山
陰
海
岸
は
、「
約
２
５
０
０
万
年
前
に

さ
か
の
ぼ
る
日
本
海
形
成
に
か
か
わ
る
、

多
様
な
火
成
岩
類
や
地
層
な
ど
を
多
数
観

察
で
き
る
貴
重
な
海
岸
」
と
評
さ
れ
て
い

る
。
〝
鳴
き
砂
〞
で
全
国
的
に
有
名
な
琴

引
浜
（
網
野
町
）
や
、
地
磁
気
の
逆
転
が
発

見
さ
れ
た
〝
玄
武
洞
〞
（
兵
庫
県
豊
岡
市
）

な
ど
国
の
天
然
記
念
物
も
多
く
含
む
。 

　
こ
の
海
岸
の
魅
力
を
世
界
に
発
信
し
よ

う
と
い
う
取
り
組
み
は
平
成
13
年
に
始
ま

っ
た
。
兵
庫
県
新
温
泉
町
の
馬
場
雅
人
元

町
長
が
中
心
と
な
り
、
兵
庫
県
在
住
の
有

志
ら
が
進
め
た
と
い
う
。 

　
そ
し
て
同
19
年
に
は
本
市
を
始
め
３
府

県
３
市
３
町
や
観
光
関
係
団
体
な
ど
38
団

体
が
「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議

会
」
を
設
立
。
同
20
年
に
は
世
界
ジ
オ
パ

ー
ク
の
〝
国
内
候
補
地
〞
に
申
請
し
た
。
惜

し
く
も
選
に
漏
れ
た
が
、
同
年
「
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
」
と
し
て
認
定
さ
れ
た
。 

　
そ
の
後
も
同
協
議
会
を
中
心
と
し
た
地

質
見
学
会
の
開
催
や
ジ
オ
サ
イ
ト
案
内
板

の
設
置
、
地
元
住
民
ら
に
よ
る
海
岸
清
掃

な
ど
地
道
な
活
動
が
続
け
ら
れ
、
同
21
年

10
月
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
国
内
候
補
地
に

選
定
。
今
年
８
月
の
Ｇ
Ｇ
Ｎ
委
員
に
よ
る

現
地
審
査
を
経
て
、
つ
い
に
、
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
認
定
の
栄
光
を
手
に
し
た
。 

　
同
協
議
会
の
中
貝
会
長
（
豊
岡
市
長
）
は

「
今
後
さ
ら
に
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し

て
の
連
携
を
深
め
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の

名
に
恥
じ
な
い
、
質
の
高
い
活
動
を
推
進

し
て
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。 

　
現
在
、
同
協
議
会
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
「
レ

ス
ボ
ス
島
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と
の
姉
妹
提
携

に
向
け
協
議
を
進
め
て
い
る
。 

　
８
月
４
日
の
現
地
審
査
の
際
、
同
ジ
オ

パ
ー
ク
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
る
ニ
コ

ラ
ス
・
ゾ
ウ
ロ
ス
さ
ん
が
審
査
委
員
と
し

て
訪
れ
た
の
が
縁
で
、
構
想
が
持
ち
上
が

っ
た
と
い
う
。
協
議
会
は
「
交
流
を
深
め
る

こ
と
で
お
互
い
に
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指

す
」
と
し
て
い
る
。 

　
レ
ス
ボ
ス
島
ジ
オ
パ
ー
ク
は
Ｇ
Ｇ
Ｎ
加

盟
地
域
の
中
で
も
先
進
地
。
姉
妹
提
携
を

結
ぶ
こ
と
で
、
保
護
保
全
、
教
育
、
運
営
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
蓄
積
さ
れ
た
ノ
ウ

ハ
ウ
を
吸
収
で
き
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

　
世
界
認
定
の
日
の
10
月
４
日
、
今
年
１

月
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
「
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ

イ
ド
養
成
講
座
」（
全
10
回
）
の
最
終
回
が

あ
り
ま
し
た
（
写
真
　
）。
観
光
客
な
ど
に

ジ
オ
を
紹
介
す
る
ガ
イ
ド
を
育
て
よ
う
と

市
が
計
画
し
た
も
の
。
市
民
ら
約
20
人
が

箱
石
海
岸
な
ど
で
地
形
・
地
質
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
来
年
度
以
降
も
ジ
オ
ガ
イ

ド
を
養
成
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

　
ま
た
、
同
日
、
市
国
際
交
流
協
会
（
中
江

忠
宏
会
長
）
は
会
員
の
外
国
人
向
け
の
ガ

イ
ド
講
座
を
開
催
（
写
真
　
）。
そ
れ
ぞ
れ

の
母
国
語
で
海
外
か
ら
の
観
光
客
へ
の
対

応
を
し
て
も
ら
お
う
と
計
画
し
た
も
の
で
、

今
年
度
中
に
も
う
一
回
開
催
予
定
で
す
。 

　
10
月
５
日
か
ら
は
、
市
内
の
小
学
生
に

丹
後
の
地
質
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の

「
大
地
の
学
習
」
と
称
し
た
地
質
見
学
会
が

始
ま
り
、
弥
栄
町
の
野
間
小
学
校
な
ど
15

校
で
実
施
。
府
立
峰
山
高
等
学
校
の
小
長

谷
誠
教
諭
が
案
内
役
を
務
め
ま
し
た
。 

　
10
月
８
日
に
は
久
美
浜
町
の
佐
濃
小
学

校
６
年
生
12
人
が
参
加
。
丹
後
町
の
後
ヶ

浜
な
ど
を
巡
り
、
小
長
谷
先
生
の
説
明
を

聞
き
漏
ら
さ
な
い
よ
う
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
（
写
真
　
）。 

　
10
月
12
日
は
、
京
都
市
南
区
の
大
型

商
業
施
設
「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
京
都
」
で
、

峰
山
高
等
学
校
２
年
生
の
生
徒
ら
が
ジ

オ
パ
ー
ク
や
丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
丹

後
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
し
た
（
写
真
　
）。 

　
修
学
旅
行
中
の
進
路
体
験
活
動
の

一
環
で
、
観
光
業
に
関
心
を
持
つ
生

徒
10
人
が
「
え
え
と
こ
だ
で
京
丹
後

―
峰
高
ま
ほ
ろ
ば
案
内
人
」
と
い
う

チ
ー
ム
を
結
成
。
コ
ッ
ペ
ち
ゃ
ん
や

静
御
前
に
ふ
ん
し
て
、
お
客
さ
ん
に

カ
ニ
ご
飯
３
０
０
食
を
振
る
舞
う
な

ど
し
ま
し
た
。 

　
参
加
し
た
生
徒
は
「
京
丹

後
の
魅
力
を
広
め
て
、
た
く

さ
ん
の
人
が
訪
れ
て
く
れ
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
」
と

意
気
込
ん
で

い
ま
し
た
。 
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KTRKTR峰山駅峰山駅 

▲ 
東床尾山東床尾山 

▲ 
太鼓山太鼓山 

▲ 
西床尾山西床尾山 

KTR峰山駅 

▲ 
妙見山妙見山 

▲ 
蘇武岳蘇武岳 

▲ 
久斗岳久斗岳 

▲ 
三川山三川山 

▲ 
妙見山 

▲ 
蘇武岳 

▲ 
久斗岳 

▲ 
三川山 

▲ 
東床尾山 

▲ 
法沢山法沢山 

▲ 
磯砂山磯砂山 

▲ 
高竜寺岳高竜寺岳 ▲ 

法沢山 

▲ 
磯砂山 

▲ 
太鼓山 

▲ 
高竜寺岳 

▲ 
西床尾山 

鳥 取 県  

兵 庫 県  

京 都 府  

千代川千代川 千代川 

山陰海岸ジオパークエリア 

鳥取砂丘 
白兎海岸 

浦富海岸 

日本洞門 

雨滝 

湯村温泉 

城崎温泉 

岩井温泉 

鳥取温泉 

三尾大島 

神鍋高原 

久美浜湾 
郷村断層 

宇日流紋岩 
鎧の袖 今子浦 

玄武洞 

扇ノ山 

鉢伏山 

琴引浜 

五色浜 

屏風岩 

経ヶ岬 

袖志の棚田 

立岩 

※主なジオサイトのみ記載 

29
482 482

482

312

312

426

178
178

178

9

9

9

53

　　山陰海岸が世界ジオパークに認定 

活
発
化
す
る 

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み 

世
界
認
定
さ
れ
た
か
ら
、
そ
れ
で
終
わ
り
？ 

そ
ん
な
わ
け
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
こ
れ
か
ら
が
本
番
な
の
で
す
。 

認
定
を
契
機
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。 

世
界
認
定
に
喜
び
の
声 

▼
ジ
オ
ガ
イ
ド
を
養
成 

▼
峰
高
生
が
京
都
市
内
で 

　
　
　
　
ジ
オ
パ
ー
ク
を
Ｐ
Ｒ 

▼
小
学
生
に
「
大
地
の
学
習
」 

小長谷 誠さん 

府立峰山高等学校教諭。
小学生に丹後の地層につ
いて教える活動を続けて
いる。 

池田 香代子さん 
丹後町の旅館「とト屋」の
女将。海岸清掃など、ジオ
パーク活動に積極的に取
り組んでいる。 

長濱 孝次さん 
市観光協会長。「ジオツー
リズム」を生かして海外
からの観光客の誘致を目
指している。 

　山陰海岸ジオパークは東は丹後半島経ヶ岬から西は鳥取県白兎海岸までの東西110㎞、南北最大30
㎞に及ぶ。京丹後市、豊岡市、香美町、新温泉町、岩美町、鳥取市の3市3町にまたがり、面積は約
2,186k㎡で、人口は約40万人だ。 

1

1

2

3

4

2

3

4

ギ
リ
シ
ャ
と
の
姉
妹
提
携
を
検
討 

地
道
な
取
り
組
み
で
栄
光
を
手
に 

特集 

「
本
物
を
見
て
触
れ
る
喜
び
を
子
ど
も
た
ち
に
」 

「
も
っ
と
勉
強
し
て
、
率
先
し
て
発
信
し
て
い
く
」 

「
海
外
か
ら
の
観
光
客
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
た
い
」 

い
と 

い 

が
わ 

お ば せ 



米 

竹炭を利用し、たわわに実った稲穂が茂る水田に立つ由利進さん 

竹
炭
は
細
か
く
粉
砕
し
て
水
田
に
ま
く
ほ
か
、
取
水
口
に

置
い
て
水
を
浄
化
す
る 

近
年
、
里
山
を
中
心
に
竹
林
が
増
え
、
森
林
の
荒
廃
が
進
む
。

由
利
進
さ
ん
（
大
宮
町
明
田
）
は
、
竹
を
伐
採
し
荒
廃
化
に

待
っ
た
を
か
け
る
。
切
り
出
し
た
竹
で
竹
炭
を
作
り
、
水
田

に
散
布
。
水
質
の
浄
化
に
役
立
て
、
水
に
こ
だ
わ
っ
た
米
作

り
を
進
め
て
い
る
。 

　
大
宮
町
明
田
地
区
の
周
囲
に

は
北
近
畿
最
大
規
模
を
誇
る
ブ

ナ
林
が
広
が
る
。
そ
の
ブ
ナ
を
中

心
と
し
た
自
然
林
は
、
丹
後
半
島

を
縦
断
す
る
竹
野
川
の
環
境
を

維
持
す
る
水
源
林
だ
。 

　「
こ
の
辺
り
で
は
昔
か
ら
米
作

り
が
盛
ん
で
し
た
。
ブ
ナ
林
か
ら

流
れ
出
る
、
ミ
ネ
ラ
ル
を
た
っ
ぷ

り
含
ん
だ
水
が
お
い
し
い
お
米

を
育
ん
で
く
れ
る
か
ら
で
し
ょ
う
」

と
由
利
さ
ん
は
言
う
。 

　
し
か
し
、
近
年
は
里
山
を
中
心

に
竹
林
が
増
え
、
森
林
の
荒
廃
が

進
行
。
放
置
竹
林
の
整
備
が
必
要

と
な
っ
て
い
た
。 

　
由
利
さ
ん
は
「
森
林
の
荒
廃
化

の
解
消
と
、
竹
を
使
っ
た
ま
ち
お

こ
し
を
同
時
に
で
き
な
い
か
」
と

思
い
立
つ
。
そ
ん
な
由
利
さ
ん
の

呼
び
か
け
に
近
く
の

農
業
者
な
ど
が
賛
同

し
、
竹
炭
を
生
産
す
る
炭
窯
を
整

備
し
た
。
平
成
15
年
に
は
「
お
お

み
や
小
町
工
房
」
と
し
て
法
人
化

を
果
た
し
た
。 

　
工
房
で
焼
い
た
竹
炭
を
使
い
、

由
利
さ
ん
ら
「
明
田
竹
炭
こ
だ
わ

り
米
研
究
会
」
の
メ
ン
バ
ー
10

人
が
米
作
り
に
取
り
組
む
。
竹
炭

の
使
用
量
は
、
10
㌃
当
た
り
80

㌔
ほ
ど
。
現
在
４
㌶
の
水
田
で
利

用
し
て
い
る
。
荒
起
こ
し
の
前
に

細
か
く
砕
い
た
竹
炭
を
ま
く
ほ
か
、

竹
炭
を
入
れ
た
網
袋
を
取
水
口

に
置
き
水
質
の
浄
化
に
役
立
て

て
い
る
と
い
う
。 

　「
竹
炭
を
利
用
し
て
育
て
た
お

米
は
消
費
者
か
ら
の
評
判
が
い
い
」

と
由
利
さ
ん
は
満
足
げ
だ
。 

　
こ
う
し
た
一
連
の
取
り
組
み
は
、

「
米
作
り
だ
け
で
な
く
、
竹
野
川

の
水
質
浄
化
に
も
つ
な
が
る
ん

で
す
」
と
由
利
さ
ん
は
言
葉
に
力

を
込
め
る
。 

　「
竹
を
伐
採
す
る
こ
と
で
森
林

が
本
来
あ
る
べ
き
姿
に
戻
り
、
豊

か
な
水
が
育
ま
れ
る
土
壌
が
で

き
ま
す
。
水
田
に
竹
炭
を
ま
く
こ

と
で
、
水
田
に
入
っ
た
水
は
浄
化

さ
れ
、
川
に
流
れ
て
い
き
ま
す
。

２
段
構
え
で
水
を
き
れ
い
に
で

き
る
ん
で
す
」
と
由
利
さ
ん
。「
ブ

ナ
林
の
恵
み
で
あ
る
豊
か
な
水
を
、

竹
炭
で
さ
ら
に
浄
化
し
て
下
流

に
伝
え
る
。
こ
れ
は
川
の
上
流
に

住
む
者
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
。

今
後
も
、
水
に
こ
だ
わ
っ
た
米
作

り
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」 

由
利 

進
さ
ん 

霧降りの滝霧降りの滝（網野町新庄）（網野町新庄） 霧降りの滝（網野町新庄） 

「
水
」

「
水
」
は
、
は
、
人
が
生
き
て
い
く
た
め
に
絶
対
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
だ

人
が
生
き
て
い
く
た
め
に
絶
対
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
だ
。
実
は
、

実
は
、
丹
後
丹
後

で
は
、

で
は
、
水
は
特
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

水
は
特
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
丹
後
の
産
品

丹
後
の
産
品
・
産
物
は
、

産
物
は
、
水
な
し
に
は
語
れ

水
な
し
に
は
語
れ

な
い
。

な
い
。
こ
の
ほ
ど

こ
の
ほ
ど
「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」

「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
に
認
定
さ
れ
た
丹
後
の
大
地
か
ら
わ
き
出
る
水
が
、

に
認
定
さ
れ
た
丹
後
の
大
地
か
ら
わ
き
出
る
水
が
、

豊
か
な
自
然
の
恵
み
を
育
み
、

豊
か
な
自
然
の
恵
み
を
育
み
、
特
色
あ
る
産
業
を
生
ん
で
き
た
の
だ
。

特
色
あ
る
産
業
を
生
ん
で
き
た
の
だ
。
３
年
連
続
食
味
ラ
ン

３
年
連
続
食
味
ラ
ン

ク
「
特
Ａ
」

「
特
Ａ
」
の
丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
、

の
丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
全
国
白
生
地
生
産
量
の
６
割
を
占
め
る
丹
後
ち
り
め

全
国
白
生
地
生
産
量
の
６
割
を
占
め
る
丹
後
ち
り
め

ん
、
ん
、
市
内
に
８
カ
所
も
あ
る
酒
蔵
で
仕
込
ま
れ
る
、

市
内
に
８
カ
所
も
あ
る
酒
蔵
で
仕
込
ま
れ
る
、
ま
ろ
や
か
な
味
わ
い
の
日
本
酒
―

ま
ろ
や
か
な
味
わ
い
の
日
本
酒
―
―
。
―
。

「
水
」

「
水
」
に
こ
だ
わ
り
、

に
こ
だ
わ
り
、「
水
」

「
水
」
と
生
き
る
丹
後
人
た
ち
に
話
を
聞
い
た
。

と
生
き
る
丹
後
人
た
ち
に
話
を
聞
い
た
。 

「
水
」
は
、
人
が
生
き
て
い
く
た
め
に
絶
対
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
だ
。
実
は
、
丹
後

で
は
、
水
は
特
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
丹
後
の
産
品
・
産
物
は
、
水
な
し
に
は
語
れ

な
い
。
こ
の
ほ
ど
「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
に
認
定
さ
れ
た
丹
後
の
大
地
か
ら
わ
き
出
る
水
が
、

豊
か
な
自
然
の
恵
み
を
育
み
、
特
色
あ
る
産
業
を
生
ん
で
き
た
の
だ
。
３
年
連
続
食
味
ラ
ン

ク
「
特
Ａ
」
の
丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
全
国
白
生
地
生
産
量
の
６
割
を
占
め
る
丹
後
ち
り
め

ん
、
市
内
に
８
カ
所
も
あ
る
酒
蔵
で
仕
込
ま
れ
る
、
ま
ろ
や
か
な
味
わ
い
の
日
本
酒
―
―
。

「
水
」
に
こ
だ
わ
り
、「
水
」
と
生
き
る
丹
後
人
た
ち
に
話
を
聞
い
た
。 

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
世
界
認
定 

　
記
念
特
集 

川
の
上
流
に
住
む
者
に
し
か
で
き
な
い
こ
と 

森
林
の
荒
廃
化
を
懸
念 

竹
林
の
整
備
に
竹
炭 

竹
炭
で
水
を
浄
化
し 

お
い
し
い
お
米
を
作
る 

竹
の
伐
採
と
竹
炭 

２
段
構
え
で
水
を
き
れ
い
に 

水
と
生
き
る
丹
後
人
① 
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酒 

絹 
酒を仕込む白杉さ
ん。社長自らが杜
氏として酒造りに
取り組む。「自ら
の目で見て確かめ、
納得のいく酒造り
をしていくことが
おいしい日本酒に
つながる」 

水撚り八丁撚糸。水をそそぎながら、緯糸に1メー
トルあたり3000～4000回転の強いヨリをかける 

白杉悟さん。酒米「祝」のほ場で 

田茂井勇人さん（左）と勇治さん 

甲坂の清水 

明田の水場「城ヶ越清水公園」 

切
畑
の
名
水 

ふ 

そ
ん 

ど
う 

こ
う
さ
か 

　
白
杉
酒
造
で
は
、
蔵
の
裏
山
か

ら
わ
き
出
る
井
戸
水
を
酒
造
り

に
使
っ
て
い
る
。 

　
酒
の
仕
込
み
に
は
も
ち
ろ
ん
、

酒
瓶
や
仕
込
み
タ
ン
ク
の
洗
浄
、

原
酒
に
加
え
て
ア
ル
コ
ー
ル
分

を
調
整
す
る
た
め
の
割
り
水
と

し
て
も
使
う
。「
と
に
か
く
大
量

に
使
う
の
で
、
し
ば
ら
く
の
間
、

井
戸
が
枯
れ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
る
ん
で
す
」
と
白
杉
さ
ん
は
困

惑
気
味
に
笑
う
。 

　
わ
き
出
る
水
の
性
質
は
安
定

し
て
い
る
。
直
近
の
分
析
で
は
硬

度
は
19
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機

構
）
の
基
準
で
は
、
硬
度
60
以
下

を
「
軟
水
」
と
呼
ぶ
。 

　「
ま
さ
に
〝
超
軟
水
〞
で
す
。
軟

水
を
使
う
と
発
酵
の
進
み
が
遅
く
、

細
か
な
温
度
管
理
が
必
要
に
な

る
の
で
、
酒
の
造
り
手
に
は
あ
ま

り
好
ま
れ
な
い
ん
で
す
が
、
出
来

上
が
っ
た
酒
は
と
て
も
ま
ろ
や

か
な
味
に
な
り
ま
す
」 

　
白
杉
さ
ん
は
今
、
京
都
府
内
だ

け
で
生
産
さ
れ
る
酒
米
〝
祝
〞
を

使
っ
た
酒
造
り
を
追
求
し
て
い
る
。 

　「
〝
祝
〞
は
他
の
酒
米
と
比
べ

て
割
れ
や
す
く
溶
け
や
す
い
。
扱

い
に
く
い
お
米
で
す
。
で
も
、
発

酵
が
進
み
に
く
い
〝
超
軟
水
〞
で

時
間
と
手
間
を
か
け
て
仕
込
む

こ
と
で
、
繊
細
で
柔
ら
か
な
味
わ

い
を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
」 

　「
丹
後
に
わ
い
た
水
と
丹
後
で

と
れ
た
お
米
を
使
っ
て
酒
を
仕

込
む
こ
と
に
、
大
き
な
こ
だ
わ
り

を
持
っ
て
い
ま
す
」
と
白
杉
さ
ん

は
熱
く
語
る
。 

　
通
常
、
酒
造
り
に
使
う
お
米
は

府
の
酒
造
組
合
を
通
し
て
調
達

す
る
。
府
内
で
と
れ
た
お
米
を
い

っ
た
ん
集
め
て
か
ら
分
配
す
る

た
め
、
届
い
た
お
米
が
ど
こ
で
と

れ
た
も
の
か
分
か
ら
な
い
。 

　「
ど
う
し
て
も
丹
後
産
の
お
米

が
欲
し
け
れ
ば
、
地
元
農
家
さ
ん

に
直
接
お
願
い
す
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
直
接
取
引
な
の
で
、
年

に
よ
る
出
来
不
出
来
に
左
右
さ

れ
る
な
ど
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。

で
も
、『
丹
後
の
水
と
丹
後
の
米

で
丹
後
の
地
酒
を
造
り
た
い
』
と

い
う
思
い
は
捨
て
ら
れ
ま
せ
ん
」 

　
今
で
は
、
使
用
す
る
酒
米
の
約

７
割
が
京
丹
後
産
。
白
杉
さ
ん
は

「
今
後
も
そ
の
割
合
を
高
め
て
、

丹
後
の
水
の
特
徴
を
生
か
し
た

酒
造
り
を
追
求
し
て
い
き
た
い
」

と
意
気
込
ん
で
い
る
。 

 

　
丹
後
ち
り
め
ん
の
製
造
工
程

に
お
い
て
、
水
を
大
量
に
使
う

の
は
主
に
３
つ
の
工
程
だ
。 

　
ま
ず
、
緯
糸
（
よ
こ
糸
）
を
熱

湯
で
煮
て
柔
ら
か
く
す
る
た
め

の
「
緯
た
き
」。
次
に
、
水
を
そ

そ
ぎ
な
が
ら
緯
糸
に
ヨ
リ
を
か

け
て
丹
後
ち
り
め
ん
独
特
の〝
シ

ボ
〞
の
も
と
を
つ
く
る
「
水
撚

り
八
丁
撚
糸
」。
そ
し
て
、
織
り

上
が
っ
た
ち
り
め
ん
に
付
着
し

て
い
る
セ
リ
シ
ン
と
い
う
ニ
カ

ワ
質
な
ど
を
き
れ
い
に
洗
い
落

と
す
「
精
練
」
だ
。
田
勇
機
業
で

は
、
こ
の
う
ち
精
練
を
除
く
２

つ
の
工
程
を
行
っ
て
い
る
。 

　「
当
社
で
は
、
高
天
山
に
わ
く

水
質
の
よ
い
水
を
水
道
管
で
引

い
て
き
て
、
軟
化
装
置
で
さ
ら

に
硬
度
を
下
げ
て
使
っ
て
い
ま

す
」
と
勇
人
さ
ん
。
水
質
が
不

安
定
な
水
源
を
使
う
と
緯
糸
を

た
く
と
き
ム
ラ
が
で
き
や
す
い

が
、
高
天
山
の
水
は
安
定
し
て

お
り
、
安
心
し
て
使
え
る
の
だ

と
い
う
。 

　
勇
治
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
昔
は

工
場
の
地
下
水
を
使
っ
て
い
た

と
い
う
。
し
か
し
、
硬
度
が
高
く
、

ボ
イ
ラ
ー
に
「
缶
石
」
が
た
ま
り

や
す
い
た
め
苦
労
し
て
い
た
。 

　
そ
こ
で
、「
い
い
水
が
欲
し
い
」

と
い
う
強
い
思
い
を
持
つ
近
く

の
ち
り
め
ん
業
者
が
集
ま
り
、

昭
和
27
年
、「
浅
茂
川
水
道
組
合
」

を
結
成
。
高
天
山
の
水
を
使
え

る
よ
う
整
備
し
、
現
在
に
至
る

の
だ
と
い
う
。「
機
屋
に
と
っ
て

水
は
命
。
高
天
山
の
水
を
使
う

と
質
の
高
い
品
物
が
つ
く
れ
る
。

ま
さ
に
京
丹
後
の
自
然
の
恵
み

で
す
ね
」 

　
丹
後
に
は
〝
名
水
〞
と
よ
ば
れ
る

水
場
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
地

元
住
民
の
手
で
定
期
的
に
手
入
れ
さ

れ
て
い
る
清
水
公
園
や
、
山
奥
で
ひ

っ
そ
り
流
れ
出
る
わ
き
水
な
ど
さ
ま

ざ
ま
だ
。 

　
久
美
浜
町
甲
坂
の
、
甲
坂
不
動
尊

に
続
く
登
山
道
沿
い
に
あ
る
水
場
。

竜
の
頭
を
か
た
ど
っ
た
注
水
口
か
ら

勢
い
よ
く
水
が
流
れ
落
ち
て
い
る
。

手
の
ひ
ら
に
ズ
シ
リ
と
重
み
を
感
じ

る
ほ
ど
の
水
量
だ
。 

　
地
元
の
人
に
よ
れ
ば
、
地
区
外
か

ら
愛
好
者
が
頻
繁
に
訪
ね
て
く
る
と

い
う
。 

　
大
宮
町
明
田
、
大
宮
第
三
小
そ
ば

に
は
「
城
ヶ
越
清
水
公
園
」
と
名
付

け
ら
れ
た
水
場
が
あ
る
。
訪
れ
た
人

が
ゆ
っ
く
り
過
ご
せ
る
よ
う
、
テ
ー

ブ
ル
や
ベ
ン
チ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。 

　
７
ペ
ー
ジ
に
登
場
し
た
由
利
進
さ

ん
が
代
表
を
務
め
る
「
明
田
村
づ
く

り
委
員
会
」
が
管
理
し
て
お
り
、
竹

炭
で
水
質
を
浄
化
し
て
い
る
そ
う
だ
。 

　
網
野
町
切
畑
の
水
場
に
は
、
取
材

し
て
い
た
15
分
ほ
ど
の
間
に
３
組
も

の
愛
好
者
が
訪
れ
た
。
み
ん
な
大
量

に
水
を
持
ち
帰
っ
て
い
く
。
話
を
聞

く
と
、「
こ
の
水
で
コ
ー
ヒ
ー
や
お

茶
を
入
れ
る
と
、
も
う
水
道
水
は
使

え
な
く
な
る

ほ
ど
お
い
し

い
」
と
口
々

に
言
う
。
主

に
地
元
住
民

が
よ
く
訪
れ

る
よ
う
だ
。 

①
久
美
浜
町
甲
坂 

③
網
野
町
切
畑 

②
大
宮
町
明
田 

こ
う 

あ
け 

だ 

さ
か 

き
り 

は
た 

し
ろ 

が 

え
つ 

田茂井 勇人さん 

田茂井 勇治さん 

酒
造
り
に
は
水
が
欠
か
せ
な
い
。「
酒
の
の
ど
ご
し
は
水
で
決

ま
る
」
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
る
。
ど
の
酒
蔵
も
水
に
対
し
て
は

並
々
な
ら
ぬ
こ
だ
わ
り
を
持
つ
。
白
杉
酒
造
（
大
宮
町
周
枳
）

の
白
杉
悟
さ
ん
は
、
丹
後
の
水
の
性
質
を
最
大
限
に
生
か
し
た

酒
造
り
に
挑
戦
し
て
い
る
。 

「
丹
後
ち
り
め
ん
」
は
、
全
国
の
白
生
地
生
産

量
の
約
60
％
を
占
め
る
、
京
丹
後
市
の
代
表

的
な
工
業
製
品
だ
。
田
勇
機
業
（
網
野
町
浅

茂
川
）
の
田
茂
井
勇
人
さ
ん
、
田
茂
井
勇
治

さ
ん
は
、
丹
後
ち
り
め
ん
の
製
造
・
販
売
業

を
営
ん
で
い
る
。「
ち
り
め
ん
織
り
に
は
良
質

な
水
が
不
可
欠
」
と
田
茂
井
さ
ん
は
言
う
。 

白
杉 

悟
さ
ん 

水
と
生
き
る
丹
後
人
② 

水と生きる丹後人③ 

裏
山
か
ら
わ
き
出
る 

硬
度
わ
ず
か
19
の〝
超
軟
水
〞 

高
天
山
の
伏
流
水
で 

ム
ラ
な
く
緯
糸
を
た
く 

〝
超
軟
水
〞で
酒
米
の 

繊
細
な
味
わ
い
を
引
き
出
す 

機
屋
が
集
ま
り 

「
浅
茂
川
水
道
組
合
」
を
結
成 

丹
後
の
水
と
丹
後
の
米
で 

丹
後
の
地
酒
を
仕
込
む 

丹
後
の
水
を
生
か
し
た
酒
造
り
を
追
求
し
た
い 

ぬ
き 

よ 

は
た 

た
か 

て
ん 

や
ま 

ぬ
き 

た
か 

て
ん 

や
ま 

は
た 

・
・
・
・ 

・
・ 

SATORU
SHIRASUGI

HAYATO TAMOI
YUJI TAMOI

な
ん 

す
い 

高天山の水で質の高いちりめんをつくる 

い
わ
い 
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「
缶
石
」
…
水
に
含
ま
れ
る
鉱
物
質
が
固
ま
っ
た
も
の 

特集特集 特集 

丹後の〝名水〟を求めて 
編集者がゆく 

① 

② 

③ 
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森

水
と
生
き
る
丹
後
人
④ 

平成21年11月に行われた植樹祭には区民など約30人が参加。630本の苗木を植えた 

右：神社の境内には大量の苗木が所狭しと
並べられている。「境内を借りる約束
がもうすぐ切れるので、そのあとどこ
に移動するかが悩みのタネです」と山
田さんは苦笑する 

左：10月8日に行われた、久美浜中1年生
の総合学習。７人の生徒が植樹を体験
した 

　「
久
美
浜
一
区
の
水
源
地
近
く

の
山
を
借
り
て
植
樹
し
て
る
ん

で
す
」。
水
源
地
か
ら
５
分
ほ
ど

山
奥
に
入
っ
た
、
約
７
０
０
平
方

㍍
の
緩
斜
面
。
も
と
は
放
置
竹
林

だ
っ
た
場
所
を
地
ご
し
ら
え
し
、

害
獣
の
防
護
ネ
ッ
ト
な
ど
を
設

置
し
た
。 

　
平
成
21
年
11
月
に
、
久
美
浜

一
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
・
区
長

会
・
自
治
振
興
会
の
メ
ン
バ
ー
な

ど
約
30
人
で
カ
シ
な
ど
６
３
０

本
の
苗
木
を
植
え
た
。
現
場
近
く

の
尾
根
に
も
植
樹
地
が
あ
り
、
そ

ち
ら
は
20
年
３
月
に
９
０
０
本

を
植
え
た
の
だ
と
い
う
。 

　
山
田
さ
ん
を
中
心
と
し
て
行

わ
れ
て
い
る
植
樹
の
取
り
組
み
は
、

平
成
16
年
の
台
風
23
号
が
き
っ

か
け
で
始
ま
っ
た
。 

　
山
田
さ
ん
は
当
時
、
同
区
の
区

長
会
長
だ
っ
た
。「
久
美
浜
一
区

で
は
、
多
く
の
世
帯
が
床
上
浸
水

な
ど
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
山

か
ら
大
水
が
流
れ
下
り
て
く
る

の
を
見
て
、『
森
の
保
水
力
が
低

下
し
て
い
る
の
が
原
因
で
は
な

い
か
』
と
考
え
た
ん
で
す
」 

　
山
に
土
地
本
来
の
木
を
植
え
て
、

森
の
力
を
取
り
戻
そ
う
と
決
意

し
た
。
平
成
17
年
の
夏
か
ら
、
１

人
で
山
を
歩
き
、
ス
ダ
ジ
イ
や
シ

ラ
カ
シ
な
ど
の
ド
ン
グ
リ
１
万

３
０
０
０
個
以
上
を
拾
い
集
め
た
。 

　
集
め
た
ド
ン
グ
リ
は
区
内
の

神
社
の
境
内
を
借
り
て
ポ
ッ
ト

で
栽
培
す
る
。「
水
や
り
が
大
変
。

夏
場
は
３
日
置
き
に
４
時
間
が

か
り
の
大
仕
事
で
し
た
」
と
笑
う
。 

　「
山
は
川
を
通
じ
て
海
と
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
山
に
木
を
植
え

て
森
を
育
て
る
こ
と
で
、
流
域
全

体
が
豊
か
に
な
る
ん
で
す
」
と
熱

く
語
る
山
田
さ
ん
。 

　
植
え
る
の
は
、
主
に
常
緑
広
葉

樹
だ
と
い
う
。「
た
く
さ
ん
葉
を

落
と
し
て
腐
葉
土
を
作
り
、
多
種

類
の
微
生
物
を
育
て
て
く
れ
る

の
で
。
森
を
豊
か
に
す
る
の
は
も

ち
ろ
ん
、
雨
が
微
生
物
や
有
機
物

を
川
や
海
に
流
し
、
農
作
物
を
育

て
た
り
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
増
や

し
て
海
の
魚
や
内
湾
の
カ
キ
を

肥
や
し
た
り
し
て
く
れ
ま
す
」 

　
10
月
８
日
、
久
美
浜
中
学
校
１

年
生
７
人
が
総
合
学
習
の
時
間

に
山
田
さ
ん
を
訪
ね
、
植
樹
を
体

験
し
た
。「
環
境
問
題
に
つ
い
て

話
し
て
ほ
し
い
」
と
担
任
か
ら
依

頼
を
受
け
た
が
、「
机
の
上
じ
ゃ

分
か
ら
な
い
か
ら
」
と
山
田
さ
ん

か
ら
植
樹
を
提
案
し
た
の
だ
と

い
う
。 

　「
私
た
ち
の
世
代
だ
け
で
な
く
、

次
の
世
代
に
森
づ
く
り
を
引
き

継
い
で
い
け
れ
ば
」
と
展
望
を
語

る
。「
苗
木
は
提
供
す
る
の
で
、

植
樹
し
よ
う
と
思
う
人
が
あ
れ

ば
声
を
か
け
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

そ
う
や
っ
て
取
り
組
み
が
広
が

っ
て
い
け
ば
、
山
か
ら
の
養
分
を

た
っ
ぷ
り
含
ん
だ
水
を
は
じ
め
、

豊
か
な
地
域
資
源
が
つ
く
れ
る

と
思
う
ん
で
す
」 

山
田 

武
彦
さ
ん 

山
に
木
が
生
え
て
い
な
け
れ
ば
、
雨
は
た
だ
山
肌
を
流
れ
る
だ

け
。
木
が
あ
る
か
ら
、
山
は
高
い
保
水
力
を
持
ち
、
私
た
ち
に
豊

か
な
水
を
与
え
続
け
て
く
れ
る
。
山
田
武
彦
さ
ん
（
久
美
浜
町

栄
町
）
は
、「
久
美
浜
一
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
の
メ
ン
バ
ー

と
と
も
に
、
山
地
の
植
樹
活
動
を
行
っ
て
い
る
。 

今
ま
で
に 

１
５
０
０
本
以
上
植
樹 

き
っ
か
け
は
平
成

き
っ
か
け
は
平
成
16
年
の
年
の 

台
風
台
風
23
号 

き
っ
か
け
は
平
成
16
年
の 

台
風
23
号 

山
も
海
も
豊
か
に
す
る 

常
緑
広
葉
樹 

次
の
世
代
に 

森
づ
く
り
を
伝
え
る 

特集特集 水と生きる 
特集 

苗木の向きや植える角度を確認。表情は真剣そのものだ苗木の向きや植える角度を確認。表情は真剣そのものだ 苗木の向きや植える角度を確認。表情は真剣そのものだ 

TAKEHIKO
YAMADA

木
を
植
え
て
森
の
力
を
取
り
戻
そ
う 

山
は
川
を
通
じ
て
海
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

山
は
川
を
通
じ
て
海
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。 

木
を
植
え
る
こ
と
で
、
流
域
全
体
が
豊
か
に
な
る

木
を
植
え
る
こ
と
で
、
流
域
全
体
が
豊
か
に
な
る 

山
は
川
を
通
じ
て
海
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。 

木
を
植
え
る
こ
と
で
、
流
域
全
体
が
豊
か
に
な
る 



13 122010.11 2010.11

地
域
包
括
医
療
は
「
長
寿
社
会
を
支
え
る
大
き
な
柱
」 

京
丹
後
産
の
新
米
と
サ
ワ
ラ
を
学
校
給
食
に 

地
元
農
水
産
物
の
利
用
拡
大
進
む 

農政 

高
原
誠
治
医
師
と
瀬
尾
泰
正
医
師
が 

へ
き
地
医
療
貢
献
者
表
彰
を
受
賞 

15
年
以
上
に
わ
た
る
市
立
病
院
勤
務 

本
市
の
医
療
に
貢
献 

「全国国保地域医療学会」に市立病院の医師や医療関係者ら参加 

京丹後市が「地域包括医療の大切さ」をアピール 
　「悠久の都で地域包括医療・ケアの真髄を極める」を主テー
マに、第50回全国国保地域医療学会（学会長・奥田聖介久美浜
病院長、譖全国国民健康保険診療施設協議会など主催）が10
月8、9の両日、奥田学会長の下、国立京都国際会館（京都市）
で開催されました。中山市長をはじめ弥栄・久美浜両病院の医
師や看護師など医療関係職員が参加し、２日間にわたって、「地
域包括医療の大切さ」を全国にアピールしました。 

8日に開催された「国保直診開設者サミット」の様子 

弥栄病院副院長 

高原 誠治 医師 
久美浜病院内科部長  
瀬尾 泰正 医師 

　
弥
栄
病
院
副
院
長
の
高
原
誠

治
医
師
と
久
美
浜
病
院
内
科
部

長
の
瀬
尾
泰
正
医
師
が
、「
へ

き
地
医
療
貢
献
者
表
彰
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。 

　
全
国
自
治
体
病
院
開
設
者
協

議
会
と
譖
全
国
自
治
体
病
院
協

議
会
が
、
へ
き
地
の
医
療
活
動

に
貢
献
し
た
自
治
体
病
院
の
医

師
ら
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
両

医
師
は
、
15
年
以
上
に
わ
た
っ

て
病
院
に
勤
務
し
、
こ
の
間
、

本
市
の
医
療
に
貢
献
し
た
功
績

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

ゆう きゅう しん ずい 

（注）地域包括医療 

　地域住民に対し保健サービス（健康づくり）、医療サー
ビスおよび在宅ケア、リハビリテーションなどの介護
を含む福祉サービスを関係者が連携、協力して一体的、
体系的に提供する仕組み。 

で
 
む
か
 
い
 
け
い
 す
け
 

ほ
ん
 そ
う
 

さ
 

わ
 
や
 
か
 

う
ら
 け
 

け
ん
 

新
米
と
サ
ワ
ラ
を
使
っ
た
給
食
を
味
わ
う
生
産
者
の
安

田
さ
ん
（
中
央
）
と
児
童
た
ち
（
五
箇
小
で
） 

地元産の新鮮野菜などが並ぶ「菜○野果市」（「くみ
はまSANKAIKAN」内） 

た
つ
 
た
 

   

　
同
学
会
に
は
、
全
国
か
ら
医

師
や
医
療
関
係
者
ら
約
１
６
０

０
人
が
参
集
。
特
別
講
演
や
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
研
究
発
表
な
ど

が
行
わ
れ
、
地
域
包
括
医
療
（
注
）

の
推
進
策
や
医
師
確
保
な
ど
に

つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。 

 

奥
田
学
会
長
は
開
会
の
あ
い
さ

つ
の
中
で
、「
地
域
包
括
医
療
・
ケ

ア
の
実
践
に
よ
り
、
地
域
住
民
の

健
康
度
が
向
上
す
る
な
ど
好
ま
し

い
成
果
が
得
ら
れ
た
」
と
報
告
。「
地

域
住
民
の
信
頼
を
さ
ら
に
高
め
、

地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
」
と
述
べ
、
一
層
の
推

進
を
訴
え
ま
し
た
。 

　
初
日
に
開
催
さ
れ
た
「
国
保
直

診
開
設
者
サ
ミ
ッ
ト
」
で
は
、
中

山
市
長
が
登
壇
。
同
サ
ミ
ッ
ト
は
、

国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
施
設
（
国

保
直
診
）
の
役
割
と
進
む
べ
き
道

を
探
る
こ
と
が
目
的
。
市
長
は
、

弥
栄
、
久
美
浜
両
病
院
が
進
め
る

市
民
に
開
か
れ
支
え
ら
れ
る
特

色
あ
る
病
院
づ
く
り
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
「
医
師
不
足
と
い

う
厳
し
い
経
営
環
境
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、『
〝
人
〞
が
中
心
』

と
い
う
国
保
直
診
の
原
点
に

戻
る
必
要
が
あ
る
」
と
強
調
。

「
両
病
院
と
も
救
急
病
院
と
し

て
の
使
命
の
下
で
積
極
的
に

患
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

医
師
は
専
門
領
域
を
越
え
て

連
携
し
診
療
に
当
た
る
な
ど
、

患
者
本
位
の
診
療
体
制
を
確

立
し
て
い
る
。
本
市
の
医
師
は
、

専
門
性
と
総
合
性
を
兼
ね
備

え
た
、
ま
さ
に
〝
ス
ー
パ
ー
ド

ク
タ
ー
〞
と
し
て
献
身
的
に

活
躍
い
た
だ
い
て
い
る
」
と
発
表

し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
本
市
の
地
域
包
括
医

療
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
総

合
検
診
の
実
施
や
健
康
づ
く
り

推
進
員
の
設
置
の
ほ
か
、
弥
栄

病
院
の
丹
後
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
支
援
セ
ン
タ
ー
の
指
定

や
「
も
の
忘
れ
外
来
」
の
設
置
、

久
美
浜
病
院
の
小
児
科
医
療
体

制
や
院
外
健
康
教
室
の
実
施
成
果

な
ど
を
披
露
。「
長
寿
社
会
の
活

性
化
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
み
な
ら

ず
国
づ
く
り
の
上
で
も
大
変
重
要

だ
が
、
医
療
を
中
心
と
し
た
保
健

や
福
祉
と
連
携
し
た
地
域
の
包
括

医
療
が
大
き
な
柱
に
な
る
と
思
う
」

と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

       

　
市
農
業
経
営
者
会

議
（
認
定
農
業
者
な

ど
で
組
織
）
の
給
食

小
委
員
会
（
梅
本
修

委
員
長
）
は
、
今
年

10
月
１
日
を
「
新
米
・

サ
ワ
ラ
の
日
」
と
位

置
付
け
、
市
内
小
中

学
校
で
京
丹
後
産
の

新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
を

使
っ
た
米
飯
給
食
を

実
施
し
ま
し
た
。「
新

鮮
で
良
質
な
地
元
産

の
農
水
産
物
を
学
校

給
食
に
提
供
し
、
子

ど
も
た
ち
の
食
育
を

推
進
し
よ
う
」
と
同
小
委
員
会

が
提
案
し
た
も
の
で
す
。
児
童
、

生
徒
た
ち
は
、
つ
や
の
あ
る
新

米
や
サ
ワ
ラ
の
竜
田
揚
げ
な
ど

旬
の
味
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

 
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
約
6
6
0

㌔
を
同
会
議
の
メ
ン
バ
ー
14
人

が
準
備
し
、
湊
漁
業
協
同
組
合
（
久

美
浜
町
）
が
サ
ワ
ラ
の
切
り
身

約
6
0
0
0
食
分
を
提
供
。
当

日
は
、
メ
ン
バ
ー
７
人
が
学
校

に
出
向
き
、
米
作
り
の
苦
労
話

や
〝
食
〞
の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し

た
。 

 
五
箇
小
学
校
（
峰
山
町
）
に
は
、

同
校
に
新
米
を
提
供
し
た
安
田

和
幸
さ
ん
（
峰
山
町
五
箇
）
が
訪

問
。「
地
域
の
き
れ
い
な
水
で
育

て
た
お
米
で
す
。
安
心
し
て
食

べ
て
」
と
児
童
に
語
り
、
一
緒
に

給
食
を
味
わ
い
ま
し
た
。
３
年

生
の
出
向
井
慶
祐
君
は
「
い
つ

も
食
べ
て
い
る
ご
飯
と
違
っ
て
、

も
ち
も
ち
と
し
て
い
て
お
い
し
い
」

と
笑
顔
で
食
べ
て
い
ま
し
た
。 

　
梅
本
委
員
長
は
「
今
日
が
〝
特

別
の
日
〞
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、

毎
日
が
〝
京
丹
後
食
材
の
日
〞
と

な
る
よ
う
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　「
地
元
の
新
鮮
な
農
産
物
を
使
っ

た
メ
ニ
ュ
ー
で
集
客
に
つ
な
げ

よ
う
」
と
、
旅
館
な
ど
市
内
の
宿

泊
施
設
で
も
地
産
地
消
の
動
き

が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

　
地
産
地
消
の
取
り
組
み
は
個

人
や
事
業
者
が
単
独
で
進
め
る

の
は
容
易
で
は
な
く
、
特
に
安
定

し
た
供
給
の
確
保
が
最
大
の
課
題
。

需
要
と
供
給
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
こ
の
ほ
ど
、「
く
み
は

ま
S
A
N
K
A
I
K
A
N
」（
久

美
浜
町
浦
明
）
の
指
定
管
理
者
・

㈱
く
み
は
ま
懸
が
、
旅
館
な
ど
か

ら
の
注
文
に
応
じ
て
地
元
産
農

作
物
を
配
達
す
る
試
験
運
用
事

業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。「
菜

○
野
果
市
」
の
登
録
農
家
を
中
心

に
必
要
な
種
類
や
量
を
集
荷
す

る
も
の
で
、
野
菜
や
果
物
の
ほ
か
、

「
京
た
ん
ご
ぼ
た
ん
・
も
み
じ
比

治
の
里
」（
久
美
浜
町
佐
野
）
で

生
肉
処
理
し
た
イ
ノ
シ
シ
・
シ

カ
肉
も
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。 

 「
ま
だ
ま
だ
手
探
り
の
状
態
。

生
産
情
報
の
把
握
が
難
し
く
、

十
分
な
情
報
提
供
が
で
き
て
い

な
い
」
と
、
担
当
の
北
垣
貴
子
さ

ん
。
生
産
者
と
旅
館
を
つ
な
ぐ

パ
イ
プ
役
と
し
て
日
々
奔
走
し

て
い
ま
す
。 

 

医療 

医療 

「
地
域
包
括
医
療
で
住
民
の
健
康
度
が
ア
ッ
プ
し
た
」 

「
〝
人
〞
が
中
心
の
国
保
直
診
の
原
点
に
戻
る
べ
き
」 

　「
食
の
安
全
・
安
心
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
昨
今
、
地
域
で
生
産
さ
れ
た
も
の
を
そ
の
地
域

で
消
費
す
る
〝
地
産
地
消
〞
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
で
も
、
生
産
者
が
新
鮮
な
野
菜
や

果
物
な
ど
を
直
接
販
売
す
る
「
朝
市
」
を
開
催
し
た
り
、
関
係
団
体
や
消
費
者
が
連
携
し
て

特
産
品
や
郷
土
料
理
を
開
発
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
り
す
る
な
ど
、
地
元
産
物
の
利
用

拡
大
を
進
め
る
動
き
が
着
実
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
秋
、
京
丹
後
産
の
新
米
コ
シ

ヒ
カ
リ
と
漁
獲
量
日
本
一
を
誇
る
サ
ワ
ラ
を
使
っ
た
学
校
給
食
や
、
旅
館
や
民
宿
と
生
産
者

と
を
結
び
付
け
る
「
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
」
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

農
業
経
営
者
会
議
「
毎
日
が
〝
京
丹
後
食
材
の
日
〞
に
」 

㈱
く
み
は
ま
縣
「
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
」
を
試
験
運
用
 

奥
田 

院
長 

中
山 

市
長 
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総
事
業
費
26
億
円 

４
区
画
を
造
成 

森
本
工
業
団
地
完
成 

７
・
２
㌶
の
市
内
最
大
規
模 

産業 

発電電力の「環境付加価値」を証書化 

市エコエネセンター 「グリーン電力発電設備」に認定 

人
権
擁
護
委
員 

木
本
博
さ
ん
を
再
委
嘱 

人権 

高い技術力と商品力が評価された商談会の様子 

市
が
「
交
通
安
全
功
労
表
彰
」
を
受
賞 

交
通
事
故
死
者
数
が
減
少 

自
治
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ 

11
項
目
を
提
言 

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
市
長
に
答
申 

　
10
月
26
日
、
京
都
市
内
で
開

か
れ
た
「
京
都
府
交
通
対
策
協

議
会
交
通
安
全
功
労
等
表
彰
式
」

で
、
交
通
事
故
防
止
に
顕
著
な

功
績
が
あ
っ
た
市
区
町
村
や
団

体
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
本
市

が
市
区
町
村
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。 

　
市
の
交
通
安
全
対
策
協
議
会

な
ど
関
係
団
体
に
よ
る
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
始
め
、
全
市
を
あ

げ
て
交
通
安
全
に
取
り
組
ん
だ

結
果
、
年
間
の
交
通
事
故
死
者

数
が
平
成
20
年
の
９
件
に
比
べ

て
同
21
年
は
５
件
に
減
少
し
た

こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
10
月
１
日
付
け
で
、
木
本
博
さ

ん
（
峰
山
町
丹
波
）
が
法
務
大
臣

か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
再
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
３
年
間
で
す
。 

　
人
権
擁
護
委
員
は
、毎
週
木
曜

日
の
人
権
相
談
や
法
律
・
人
権
・

合
同
相
談
、「
人
権
の
花
運
動
」

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 木本 博 さん 

 
こ
の
総
合
見
本
市
に
は
、
新

規
の
販
路
開
拓
や
用
途
開
拓
な

ど
を
目
指
す
本
市
と
与
謝
野
町

の
織
物
事
業
者
16
企
業
が
参
加
。

地
域
と
帝
人
グ
ル
ー
プ
と
の
共

同
開
発
で
生
ま
れ
た
世
界
初
・

バ
イ
オ
繊
維
（
植
物
由
来
耐
熱

性
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
繊
維
）

を
活
用
し
た
新
し
い
丹
後
ち
り

め
ん
の
ほ
か
、
丹
後
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
生
地
を
使
っ
た
バ
ッ
グ
や

マ
フ
ラ
ー
、
ス
ー
ツ
、
コ
ー
ト
な

ど
の
完
成
品
を
出
展
し
ま
し
た
。 

 
ア
パ
レ
ル
関
連
の
バ
イ
ヤ
ー

や
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
関
連
校
の
学
生
な
ど
多
く
の

来
場
者
を
前
に
、
出
展
者
た
ち
は
、

和
・
洋
装
生
地
の
用
途
の
多
様

性
や
丹
後
織
物
の
高
い
技
術
力

を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、
積
極

的
に
商
談
し
て
い
ま
し
た
。
　
 

 
あ
る
市
内
出
展
者
は
「
国
内

外
の
バ
イ
ヤ
ー
な
ど
か
ら
サ
ン

プ
ル
提
供
な
ど
の
引
き
合
い
が

多
く
あ
り
、
昨
年
以
上
の
成
果

が
あ
っ
た
」
と
手
応
え
を
感
じ

た
様
子
。
来
場
者
か
ら
も
、
丹
後

産
地
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な

素
材
を
高
く
評
価
す
る
意
見
や
、

世
界
に
誇
れ
る
シ
ル
ク
と
し
て

期
待
す
る
声
が
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。 

 

世界初・バイオ繊維の丹後ちりめんなどアピール 

素材の豊かさに評価や期待の声 
産業 

　
市
は
、
地
元
企
業
な

ど
か
ら
の
新
た
な
工
場

用
地
整
備
の
要
望
を
受

け
、
造
成
事
業
に
着
手
。

「
京
丹
後
市
工
業
団
地

造
成
地
選
定
等
審
査
委

員
会
」（
平
成
18
年
8

月
設
置
）
の
意
見
を
踏

ま
え
て
造
成
地
の
場
所

や
規
模
を
決
め
、
平
成

20
年
3
月
か
ら
工
事

を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

 
法
面
を
含
む
総
面
積

は
約
７
・
２
㌶
で
、
市

内
最
大
規
模
。
約
０
・

6
㌶
か
ら
５
・
4
㌶
ま
で
の
大
小

４
区
画
を
造
成
し
た
ほ
か
、
団

地
内
道
路
や
近
接
道
路
に
接
続

す
る
市
道
、
上
下
水
道
を
整
備

し
ま
し
た
。
総
事
業
費
は
約
25

億
7
2
0
0
万
円
。 

 
本
市
の
玄
関
口
に
位
置
し
、
周

囲
を
森
林
に
囲
ま
れ
た
同
工
業

団
地
。
平
成
20
年
代
半
ば
に
開

通
予
定
の
「
鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動

車
道
（
仮
称
）
大
宮
森
本
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
」
に
隣
接
し
、
京
阪

神
ま
で
の
移
動
時
間
が
大
幅
に

短
縮
さ
れ
る
な
ど
、
物
流
面
で
の

経
済
効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

完
成
し
た
森
本
工
業
団
地 

板垣会長（左）から答申を受ける中山市長 

グリーン電力発電設備 
【京丹後市エコエネルギーセンター】 

環境付加価値 

環境付加価値 

グリーン電力証書 

電力需要家【工場や事務所など】 

「グリーン電力」とは、バイオマス、風力、太陽光などの再生可
能エネルギーから発電された電力のことです 

グリーン電力 

▼ 

グリーン電力証書システム 

グリーン電力が生み出す環境付加価値を証書化し、「グリーン電力証書」という形で
取り引きする仕組みです。 

し
ゅ
ん 

の
り
 

て
い
 じ
ん
 

ひ
さ
 
や
 

い
た
 が
き
 

き もと ひろし 

　
同
セ
ン
タ
ー
で
発
電
さ
れ
た

電
力
は
、「
化
石
燃
料
を
消
費
し

な
い
た
め
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

発
生
が
極
め
て
少
な
く
、
環
境

に
与
え
る
負
荷
が
小
さ
い
電
力

で
あ
る
」
と
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

認
証
セ
ン
タ
ー
が
評
価
。
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
二
酸
化
炭
素
排
出

削
減
と
い
っ
た
付
加
価
値
（
＝

環
境
付
加
価
値
）
を
持
っ
た
電

力
と
い
え
ま
す
。 

　
こ
の
環
境
付
加
価
値
を
電
力

と
切
り
離
し
て
「
グ
リ
ー
ン
電

力
証
書
」
と
い
う
形
で
購
入
す

る
こ
と
で
、
電
力
需
要
家
（
企
業
・

自
治
体
・
団
体
・
一
般
消
費
者
な

ど
）
も
グ
リ
ー
ン
電
力
を
利
用

し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
ま
す
。 

鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
に
隣
接
 

物
流
面
で
の
経
済
効
果
に
期
待
も
 

　
今
年
６
月
、
中
山
市
長
が
諮

問
し
て
い
た
も
の
で
、
同
委
員

会
が
５
回
に
わ
た
り
慎
重
審
議

し
て
き
た
結
果
が
11
項
目
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
答
申
で
は
、「
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
を
自
治
と
協
働
に
よ
り
進
め

る
組
織
や
活
動
、
こ
れ
ら
を
促
す

施
策
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
、
▼

既
存
の
ま
ち
づ
く
り
組
織
を
生
か

す
こ
と
▼
市
民
活
動
団
体
の
再
生

の
た
め
人
的
、
財
政
的
な
支
援
を

行
う
こ
と
▼
地
域
リ
ー
ダ
ー
を
育

成
す
る
こ
と
▼
地
域
づ
く
り
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
派
遣
制
度
を
検
討
す
る

こ
と
▼
ま
ち
づ
く
り
組
織
の
活
動

を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ

な
げ
る
こ
と
―
―
な
ど
を
提
言
。 

 

ま
た
「
市
民
局
に
市
民
が
集
い
、

市
民
局
が
協
働
の
拠
点
と
な
る

よ
う
な
市
民
局
の
あ
り
方
」
に
つ

い
て
は
、
▼
協
働
窓
口
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
こ
と
▼
市
民
活

動
に
開
か
れ
た
環
境
を
つ
く
る

こ
と
▼
予
算
配
当
を
含
め
市
民

局
権
限
を
強
化
す
る
こ
と
▼
必

要
な
職
員
数
を
最
低
限
確
保
す

る
こ
と
▼
民
間
人
材
の
配
置
と

支
援
窓
口
を
設
置
す
る
こ
と
▼

市
職
員
が
積
極
的
に
地
域
に
出

向
き
、
自
治
活
動
を
支
援
す
る
こ

と
―
―
な
ど
を
求
め
て
い
ま
す
。 

●Co２削減に貢献できます 
●環境PRにより、企業のイ
　メージアップが図れます 

▼ 

環境 

交通対策 

協働 

　
積
極
的
な
企
業
立
地
に
よ
る
若
者
の
定
住
促
進
、

新
規
雇
用
の
創
出
を
図
る
た
め
、
大
宮
町
森
本
地
内

で
造
成
を
進
め
て
き
た
「
森
本
工
業
団
地
」
が
こ
の
ほ

ど
完
成
し
ま
し
た
。
大
宮
第
三
小
学
校
付
近
の
山
林
・

原
野
・
農
地
約
15
・
2
㌶
を
開
発
し
た
も
の
で
、
市
内

で
6
カ
所
目
。
若
者
の
定
住
、
市
内
産
業
の
振
興
に
つ

な
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
完
成
を
祝
う

竣
工
式
は
、
11
月
7
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　「丹後ファッションウィーク開催委員会」（丹後織物工業組合や丹
後2市2町などで組織）は10月13日から15日までの3日間、丹後産
地の合同展示商談会「TANGO FABRICS COLLECTION 2011」を昨
年に引き続き実施しました。東京国際展示場で開催された国内最大
の繊維総合見本市「JFWジャパン・クリエーション2011A/W」の会
場を舞台に、丹後織物のアピールに取り組みました。 

　
市
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
（
弥
栄
町
船
木
）
が
、
グ
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
認
証
セ
ン
タ
ー
か
ら
「
グ
リ
ー
ン
電
力
発
電
設
備
」

の
設
備
認
定
を
受
け
、
同
セ
ン
タ
ー
で
発
電
し
た
電
力
の
付
加
価

値
を
証
書
化
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
市
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
（
板
垣
久
彌
会
長
・
12
人
）
が
10
月
21
日
、

市
役
所
で
開
か
れ
、「
市
民
の
市
政
へ
の
参
加
を
促
し
、
自
治
と
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
市
全
域
で
推
進
す
る
た
め
の
施
策
に
つ

い
て
」
の
答
申
が
中
山
市
長
に
な
さ
れ
ま
し
た
。 



　
市
で
は
、「
新
生
・
京
丹
後
市
づ
く
り
」に
向
け
平
成
17
年
度
か
ら
21
年

度
ま
で
５
年
間
に
わ
た
り
、第
１
次
京
丹
後
市
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。こ
の
間
の
経
費
削
減
な
ど
の
財
政
効
果
は
44
億
７
４
０
０

万
円
。そ
の
う
ち
、人
件
費
の
抑
制
効
果
は
43
億
５
５
０
万
円
で
し
た
。 

　
５
年
間
で
44
億
７
千
万
円
の
削
減
効
果 

行
財
政
改
革
推
進
課 

　（
蕁
６
９-

０
０
５
０
） 

17 162010.11 2010.11

問 

ご
意
見
・
お
問
い
合
わ
せ
先 

◇民間委託などの推進 
　（税業務入力などアウトソーシングなど） 

◇外郭団体などの見直し 
　（社会福祉協議会委託事業の見直し） 

◇会館など公共施設の見直し 
　（指定管理者制度への移行など） 

◇職員定数などの見直し 
　（職員数の減員など） 

◇補助金の適正化 
　（補助事業の見直しなど） 

◇事務事業の見直し 
　（随意契約から入札などに切り替えなど） 

◇その他（議員定数の見直しなど） 
 
　合　計 

6,350万円     

1,490万円     

1億 510万円     

43億 550万円     

44億7,400万円    

3億1,650万円     

1億8,180万円     

1億1,970万円     

　京丹後市の国保加入者 

世帯数　　　10,504世帯 

被保険者数　20,219人 

（平成22年9月30日現在） 

１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
26
万
５
千
円 

人
件
費
の
抑
制
効
果
は 

43
億
５
５
０
万
円 

今
後
も
、一
層
の 

　
　
　
　
行
財
政
改
革
を
推
進 

第１次行革による削減効果額 

市
政
情
報
の
積
極
的
な
公
開
と 

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
導
入 

　保険事業課 
　　（蕁69-0220） 

※ 

※補助金の適正化の増額は、国の新たな事業実施や緊急経済対策などの実施 
によるものです。 

平成20年から発行している京丹後 
市白書 

公共施設の指定管理者制度を積極 
的に導入（写真＝「宇川温泉よし野 
の里」丹後町久僧） 

5年間で174人の職員を削減（市役所） 

№4国保だより 

きょうたんご 17
年
10
月
か
ら
全
庁
あ
げ
て
の 

行
財
政
改
革
を
断
行 

  　
市
で
は
、合
併
に
よ
る
課
題
の

解
消
や
国
の
三
位
一
体
改
革
に

よ
る
地
方
交
付
税
の
大
幅
な
削

減
な
ど
に
対
処
す
る
た
め
、平
成

16
年
12
月
に「
京
丹
後
市
行
財
政

改
革
大
綱
」を
、平
成
17
年
10
月

に「
京
丹
後
市
行
財
政
改
革
推
進

計
画（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）」を
策

定
。全
庁
を
あ
げ
て
行
政
運
営
の

基
盤
づ
く
り
を
断
行
し
て
き
ま

し
た
。 

　
　 

 

　
財
政
改
革
で
は
、主
な
も
の
と

し
て
人
件
費
の
削
減
を
推
進
。平

成
17
年
４
月
現
在
９
４
７
人
だ

っ
た
職
員
数
を
同
22
年
４
月
ま

で
の
５
年
間
で
１
７
４
人
減
ら

し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
る
財
政
抑

制
効
果
は
、約
35
億
円
。職
員
給

与
の
カ
ッ
ト
も
行
い
、さ
ら
に
約

６
億
円
が
削
減
さ
れ
、計
43
億
５

５
０
万
円
の
抑
制

を
実
現
し
ま
し
た
。 

　
な
お
、
物
件
費

や
補
助
金
は
、
平

成
20
年
後
半
か
ら

の
全
国
的
な
景
気

後
退
に
対
応
す
る

た
め
の
不
況
対
策

を
実
施
し
た
結
果
、

当
初
設
定
し
た
削
減
目
標
額
に

達
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。 

  

　
行
政
改
革
で
は
、市
民
と
と
も

に
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す「
京
丹
後
市
ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
」を
平
成
19
年
12
月
に
制
定

し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、第
１
次
京
丹
後
市
総
合

計
画
の
取
り
組
み
状
況
を
年
度

ご
と
に
お
知
ら
せ
す
る「
京
丹
後

市
白
書
」の
発
行
の
ほ
か
、「
市
政

懇
談
会
」や「
ま
ち
づ
く
り
出
前

講
座
」の
開
催
な
ど
、市
政
情
報

の
積
極
的
な
公
開
に
努
め
て
き

ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、公
共
施
設
の
管
理
運

営
を
民
間
事
業
者
や
団
体
な
ど

に
任
せ
る「
指
定
管
理
者
制
度
」

を
導
入
し
、１
億
５
１
０

万
円
の
財
政
削
減
効
果

を
達
成
し
ま
し
た
。ま
た
、

平
成
18
年
11
月
に「
京
丹

後
市
総
合
サ
ー
ビ
ス
株

式
会
社
」
を
設
立
。
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
補
完
・
代
行

す
る
組
織
と
し
て
運
営

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

  
　 

 

　
第
１
次
行
財
政
改
革
で
は
、全

庁
的
に
問
題
意
識
を
共
有
し
な

が
ら
課
題
解
決
に
取
り
組
み
、新

し
い
行
政
運
営
の
基
盤
づ
く
り

に
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

　
し
か
し
、平
成
27
年
度
以
降
の

合
併
特
例
措
置
の
終
了
に
よ
る

地
方
交
付
税
の
段
階
的
な
減
額

も
見
込
ま
れ
る
た
め
、今
後
も
よ

り
一
層
の
行
財
政
改
革
に
取
り

組
み
ま
す
。 

0

23万円 

27万円 
26万円 

25万円 
24万円 

43億円 

44億円 

45億円 

46億円 

歳出 

73億1,823

71億9,493

【単位：万円】 

国・府からの支出金 
23億7,632（32.5％） 

国民健康保険税国民健康保険税 
13億4,181（18.3％）％） 
国民健康保険税 
13億4,181（18.3％） 

社会保険などからの交付金 
14億911（19.3％） 

共同事業交付金 
7億9,645（10.9％） 

繰入金（一般会計や基金） 
7億6,819（10.5％） 

共同事業拠出金 
8億4,995（11.8％） 

介護保険の負担金 
3億7,616（5.2％） 

その他（返還金など） 
4億8,338（6.7％） 

その他（諸収入など） 
2億5,177（3.4％） 

保険給付費 
45億5,169（63.3％） 
保険給付費 
45億5,169（63.3％） 後期高齢者医療への支援 

9億3,375（13.0％） 

療養給付費等交付金 
3億7,458（5.1％） 

歳入・歳出の財政状況（割合） 

保険給付費と1人当たりの医療費 

保険税・医療費を 
市民1人当たりに換算すると… 

H20　 67,845円 

H21　 66,435円　 
H20　249,186円 

H21　265,347円　 

保険給付費が多くかかる疾病 

入
　
院 

入
院
外 

1位　統合失調症（精神系の病気） 
2位　関節症 
3位　糖尿病 
4位　悪生新生物（がん） 
5位　虚血性心疾患 

1位　高血圧 
2位　糖尿病 
3位　腎不全 
4位　その他の内分泌、栄養及び代謝疾病 
5位　ウイルス肝炎 

生
活
習
慣
病
を
予
防
し 

　
　
健
康
の
維
持
を
図
り
ま
し
ょ
う 

３
億
６
３
５
２
万
円
の 

３
億
６
３
５
２
万
円
の 

赤
字
決
算 

保険税 
（収入） 

医療費 
（支出） 

表1

前年度に比べ 

1,410円の減 
前年度に比べ 

　16,161円の増 

第
１
次
京
丹
後
市
行
財
政
改
革
を
総
括 

21年度国保会計 

歳入 

実
質
的
な
単
年
度
収
支
は 

実
質
的
な
単
年
度
収
支
は 

平成17年度～21年度 

保
険
給
付
費
は
毎
年
増
加
し
、 

     

昨
年
度
は
45
億
５
千
万
円
に 

　
平
成
21
年
度
の
国
民
健
康
保

険
（
国
保
）
事
業
特
別
会
計
の
決

算
は
、
歳
入
総
額
73
億
１
８
２
３

万
円
、
歳
出
総
額
71
億
９
４
９
３

万
円
で
、
そ
れ
ら
の
総
額
を
差
し

引
い
た
形
式
収
支
は
、
１
億
２
３

３
０
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
こ
の
う
ち
前
年
度
か

ら
の
繰
越
金
３
６
８
２
万
円
と

国
保
基
金
か
ら
繰
り
入
れ
た
４

億
５
０
０
０
万
円
を
差
し
引
い

た
実
質
的
な
単
年
度
収
支
は
、
３

億
６
３
５
２
万
円
の
赤
字
と
な

り
国
保
財
政
は
非
常
に
厳
し
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

　
国
保
の
医
療
費
は
毎
年
増
加

し
て
お
り
、
平
成
21
年
度
の
保
険

給
付
費
は
45
億
５
１
６
９
万
円
。

１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
26
万
５

３
４
７
円
と
な
っ
て
い
ま
す（
表
１
）。 

　
保
険
給
付
費
が
多
く
か
か
る
疾

病
は
、入
院
で
は
統
合
失
調
症
関
係
、

関
節
症
、
糖
尿
病
で
し
た
。
入
院

外
で
は
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
腎
不

全
と
な
っ
て
い
ま
す
（
資
料
１
）。 

 

　
医
療
費
は
、
今
後
も
増
加
が
見

込
ま
れ
、
今
ま
で
以
上
に
厳
し
い

財
政
状
況
が
継
続
す
る
と
予
測
さ

れ
ま
す
。 

　
市
で
は
今
後
も
、
後
発
医
薬
品

の
普
及
や
医
療
費
請
求
の
審
査
な

ど
の
医
療
費
の
適
正
化
を
推
進
し

ま
す
。
　 

  

　
日
常
の
食
生
活
の
改
善
や
適
度

な
運
動
な
ど
は
、
受
診
機
会
の
多
い
高

血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の

予
防
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
健
康
の
維
持
、
増
進
を
図
り
医
療
費

を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。 

21年度 20年度 19年度 

…  保険給付費 …  1人当たりの医療費 

43億1,474万円 

23万8千円 

43億3,387万円 

45億5,169万円 

24万9千円 

26万5千円 

（H21.5月診療分） 

削減削減 削減 

削減削減 削減 

削減削減 削減 

削減削減 削減 

削減削減 削減 

削減削減 削減 

削減削減 削減 

増加 

医
療
費
の
適
正
化
を
推
進
し
ま
す 

資
料
１ 



50年ぶりに復活。 
　　　　大神輿の担ぎ巡行 

峰山町の秋祭り 
金刀比羅神社　芸能でにぎわう 

　
10
月
9
、
10
日
の
２
日
間
、
市
内

の
各
地
域
で
秋
祭
り
が
行
わ
れ
、
太

鼓
や
囃
子
の
音
が
に
ぎ
や
か
に
響

い
た
。 

　
そ
の
中
で
も
、
今
年
の
注
目
は
、

半
世
紀
ぶ
り
に
復
活
し
た
峰
山
町

の
金
刀
比
羅
神
社
の
大
神
輿
。
地
元

の
有
志
で
結
成
し
た
「
小
象
山
神
輿

会
」
で
は
、
金
刀
比
羅
神
社
が
来
年

に
鎮
座
２
０
０
年
の
節
目
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
祭
り
を
通
し
て
地
域

の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
計
画
。
前
年

祭
に
あ
た
る
今
年
、
50
年
ぶ
り
に
神

輿
を
担
ぐ
こ
と
を
決
定
し
た
。 

　
重
さ
１
㌧
を
超
え
る
大
神
輿
は

約
60
人
の
担
ぎ
手
が
必
要
。
そ
こ
で

峰
山
町
内
外
に
広
く
担
ぎ
手
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
祭
当
日
に
は
60
人

以
上
が
集
結
。
集
ま
っ
た
担
ぎ
手
が

「
わ
っ
し
ょ
い
、
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
だ
、

わ
っ
し
ょ
い
、
わ
っ
し
ょ
い
」
と
威

勢
の
い
い
掛
け
声
で
町
内
を
巡
行

し
た
。 

　
ま
た
、
同
町
の
御
旅
市
場
前
の
小

西
川
沿
い
で
は
、
釜
掘
山
や
杉
若
太

鼓
な
ど
の
芸
屋
台
や
子
供
民
謡
お

ど
り
な
ど
が
一
堂
に
集
結
。
そ
れ
ぞ

れ
の
芸
能
を
披
露
す
る
と
見
物
客

か
ら
歓
声
や
拍
手
が
送
ら
れ
た
。 

は
や
 

地
元
有
志
が 

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
願
う 

み
こ
し
 

こ
 
と
 

ひ
 
ら
 

し
ょ
う
ぞ
う
ざ
ん
 

か
ま
ほ
り
や
ま
 

みこし 

し
 

こ と ひ ら 

　50年ぶりに神輿を担いで町内を練り歩く担
ぎ手　　【釜掘山】による芸の披露　　神楽と
天狗が舞い観客をわかせた【杉若神楽】　　太
鼓の披露を終え休憩中の【杉若太鼓】の打ち子
　　鮮やかな着物で民謡踊りを披露する地域
の子どもたち 

1

頭上高く持ち上げられた神輿頭上高く持ち上げられた神輿 頭上高く持ち上げられた神輿 1919 2010.112010.11
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タスキでつ なぐ仲間の思い タスキでつ なぐ仲間の思い 

大
会
新
で
橘
小
が
優
勝
 

 ▽
優
　
勝
　
橘
　
小
 

▽
準
優
勝
　
三
津
小
 

▽
3
　
位
　
峰
山
小
 

▽
4
　
位
　
吉
野
小
 

▽
5
　
位
　
吉
原
小
 

▽
6
　
位
　
網
野
南
小
B
 

▽
7
　
位
　
網
野
南
小
A
 

▽
8
　
位
　
間
人
小
 

▽
9
　
位
　
丹
波
小
 

▽
10
　
位
　
溝
谷
小
 

 46
分
54
秒
＝
大
会
新
 

47
分
12
秒
 

47
分
30
秒
 

47
分
42
秒
 

47
分
42
秒
 

47
分
55
秒
 

48
分
02
秒
 

48
分
10
秒
 

48
分
20
秒
 

48
分
28
秒
 

26
チ
ー
ム
１
３
０
人
が
挑
戦
 

大
会
結
果
 

▽
優
　
勝
 

▽
準
優
勝
 

 ▽
3
　
位
 

▽
特
別
賞
　
 

　
　
▼
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
賞
 

   　
　
▼
遠
く
か
ら
来
ら
れ
た
で
賞
 

 

 奏
夢
ク
ラ
ブ
（
府
丹
後
広
域
振
興
局
） 

い
ち
が
お
園
 

 京
丹
後
市
商
工
会
（
京
丹
後
市
商
工
会
） 

 　
市
内
の
29
校
が
競
う
小
学
校
駅
伝
競
走
大

会
（
市
小
学
校
体
育
連
盟
な
ど
主
催
）
が
10
月

24
日
、
峰
山
途
中
ケ
丘
公
園
で
開
催
さ
れ
た
。 

　
各
校
の
5
・
6
年
生
の
代
表
選
手
2
6
4

人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
1
区
2
・
1
㌔
、
2
区
か

ら
6
区
ま
で
各
2
・
0
㌔
の
公
園
周
回
コ
ー

ス
で
競
わ
れ
た
。 

　
新
山
小
6
年
生
の
藤
田
丈
也
君
が
「
今
ま
で

練
習
を
し
て
き
た
仲
間
の
思
い
を
タ
ス
キ
で

つ
な
ぎ
、
最
後
ま
で
一
生
懸
命
走
り
ま
す
」
と

宣
誓
し
て
、
競
技
が
ス
タ
ー
ト
。
男
女
各
3
人

の
混
合
6
人
チ
ー
ム
が
、
雨
の
中
、
全
力
で
タ

ス
キ
を
つ
な
い
だ
。 

　
ト
ッ
プ
が
目
ま
ぐ
る
し
く
入
れ
替
わ
る
緊

迫
し
た
レ
ー
ス
展
開
の
中
、
タ
ス
キ
は
最
終
走

者
へ
。
橘
小
と
三
津
小
が
ほ
ぼ
同
時
に
ア
ン
カ

ー
へ
つ
な
い
だ
。
優
勝
の
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切

っ
た
の
は
橘
小
。
記
録
も
「
大
会
新
」
で
チ
ー

ム
は
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
。 

じ
ょ
う
や
 

玄
さ
ん
も
車
い
す
に
挑
戦
 

大
会
結
果
（
10
位
入
賞
校
） 

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

い
ち
が
お
園
） 

・
ば
れ
ー
部
（
峰
山
中
学
校
） 

・
網
デ
イ
ず
っ
こ
け
美
女
軍
団
 

　
　
　
　（
市
社
会
福
祉
協
議
会
網
野
支
所
） 

・
玄
さ
ん
と
豊
岡
の
ゆ
か
い
な
仲
間
た
ち

　
　（
豊
岡
市
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課
） 

　目標タイムに向け車いす駅伝がスタート　　チームメ
イトとゴールを喜ぶ峰山中の「ばれー部」　　カラフルな
アフロヘアで会場を盛り上げた市社会福祉協議会網野支
所の「網デイずっこけ美女軍団」　　仲間と一緒になって
ゴールを目指す㈱日進製作所B「年寄組練習し隊」　　黄色
いハッピと風船のワンポイントで参加した京都府丹後保
健所「ゲンキ・エガオ・ホケンショ」 

　５区走者から最終走者へタスキを渡す橘小と三津小
チーム　　沿道の声援を受けながら懸命に駆ける選手
　選手宣誓を行った藤田丈也君　　レース前に気合い
を入れる選手たち（宇川小）　　スタートの合図で一斉
に駆け出す1区の選手たち 

京丹後市小学校駅伝競走大会 

京丹後市車いす駅伝大会 

　
第
2
回
京
丹
後
市
車
い
す
駅
伝

大
会
（
市
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会

主
催
）
が
10
月
30
日
、
市
役
所
周
辺

で
催
さ
れ
た
。 

　
市
役
所
前
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

地
点
と
し
、
小
西
川
沿
い
を
一
周
す

る
約
1
・
2
㌔
の
コ
ー
ス
。
今
年
は
、

26
チ
ー
ム
1
3
0
人
が
参
加
し
、
5

人
1
チ
ー
ム
で
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
車

い
す
を
つ
な
い
だ
。 

　
あ
ら
か
じ
め
申
告
し
た
ゴ
ー
ル

予
測
タ
イ
ム
と
実
際
の
ゴ
ー
ル
タ

イ
ム
と
の
差
が
少
な
い
チ
ー
ム
が

高
順
位
と
な
る
レ
ー
ス
。
ユ
ニ
ー
ク

な
演
出
や
個
性
あ
ふ
れ
る
チ
ー
ム

が
大
会
を
盛
り
上
げ
た
。 

　
〝
コ
ッ
ぺ
ち
ゃ
ん
〞
や
〝
玄
さ
ん
〞
、

〝
ま
ゆ
ま
ろ
〞
も
応
援
に
駆
け
つ
け
、

選
手
た
ち
を
励
ま
し
た
。 

　
予
測
タ
イ
ム
と
の
差
が
な

か
っ
た
「
奏
夢
ク
ラ
ブ
」

が
優
勝
に
輝
い
た
。 



23 222010.11 2010.11

藤
原
イ
ソ
子
さ
ん
（
弥
栄
町
野
中
・
右
か
ら
3
人
目
）
の
手
ほ
ど

き
を
受
け
て
、〝
ば
ら
ず
し
〞
作
り
に
挑
戦
す
る
隊
員
た
ち
 

男
性
長
寿
日
本
一 

木
村
さ
ん
の
長
寿
祝
う 

スイセンの球根を植え付ける園児たち（網野みなみ保育所） 

　「音楽を通して児童、生徒たちと交流し
よう」と、国内外で活躍する弦楽四重奏
団「ストリング・カルテット・アース」が、
10月13日から15日まで市内の小中学校6
校を巡回訪問して演奏会を開きました。 
　来秋開催される「国民文化祭・京都2011」
のプレイベントとして市などが実施した
もので、16日には峰山町の丹後文化会館
で「まほろばの郷音楽会」も開かれました。 
　14日の午後は、大宮中学校を訪問。ブ
ラスバンド部の部員40人の前で、ヴァイ
オリンやヴィオラ、チェロを担当する4
人が、ドヴォルザーク作曲の「ユーモレ
スク」などの名曲6曲を演奏。「翼をくだ
さい」の曲では、部員たちが演奏に合わ
せて合唱しました。部員たちも息の合っ
た演奏で「ランド・オブ・メイク・ビリーブ」
の曲を4人に披露しました。 
　3年生の青木実夏さんは「プロの演奏
を生で聴くことができ、素晴らしい体験
ができた。今後の音楽づくりに生かして
いきたい」と目を輝かせていました。 

　農山村地域の活性化に協力する「緑のふるさと協力
隊員」と弥栄町野間区民との交流会が10月28日、弥栄
町の野間基幹集落センターで開かれました。 
　同協力隊の近畿・北陸ブロック交流会の取り組みと
して行われたもので、本市の協力隊員の角山育羽さん
ほか7市町の隊員10人が参加。交流会に先立ち、隊員が
地元の主婦4人に教わりながら、丹後名物の“ばらずし”
作りに挑戦しました。 
　錦糸卵作りに悪戦苦闘しながらも、「具材が多くてと
ても豪華。お祝い事の料理みたい」と、隊員たちは出来
栄えに満足していました。 

　中山市長と和田府丹後広域振興局長が
10月1日、113歳の男性国内最高齢者の木

村次郎右衞門さん（丹後町中野）を訪問し、
敬老の祝い品を贈りました。 
　中山市長は「ご長寿くださいますよう
に市民みんなで願っています」とお祝い
の言葉を述べ、フットマッサージ器など
を贈呈。木村さんは両手を合わせ、「皆さ
んのおかげで毎日過ごしています。満点
でございます」と喜びを語りました。 
　木村さんは長寿の秘けつについて、「す
べてを天に任せること」と披露。「食事が
一番の楽しみ」と言い、好き嫌いなく何
でも食べるとのことです。 
　訪問には報道関係者も詰め掛け、元気
な木村さんの姿が全国に紹介されました。 
 
 

　網野みなみ保育所で10月19日、「人権
の花」スイセンの球根の植え付けが行わ
れました。 
　これは、スイセン栽培を通して、子ども
たちに命の大切さや思いやりの心を身に
付けてもらうことを目的とする「人権の
花運動」の一環。丹後・中丹人権啓発活動
地域ネットワーク協議会（丹後・中丹地域
の人権擁護委員協議会や市町などで構成）
が毎年、管内の保育所や小学校などに植
栽資材を贈り、取り組んでいるものです。 
　遊戯室で行われた人権教室では、園児
たち107人を前に、同協議会の委員が人権
啓発の紙芝居を上演。「友達を大切にして、
みんな仲良く元気に遊んでください」と
呼び掛けました。人権イメージキャラクター
の「人KENまもる君」も登場し、園児た
ちは手をつなぐなど大喜びしていました。 
　この後、年中、年長組の51人が園庭へ。
土を盛った植木鉢に一人1個ずつ球根を
植えていきました。園児たちは、委員に「水やりを忘れ
ずに大事に育てていきます」と約束。「花が咲いたら見
に来てください」とお礼を言っていました。 
　この運動は、間人小学校（丹後町）と溝谷小学校（弥
栄町）でも行われています。 

楽
団
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
「
翼
を
く
だ
さ
い
」
を
合

唱
す
る
大
宮
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
員 

　「コスモスを囲みながら交流を深めよう」
と10月23日、峰山町五箇のコスモス園で
区民交流会が行われました。親子連れな
ど約200人が訪れ、秋風に揺れる赤やピン
ク、白など色とりどりのコスモスを眺め
たり、写真を撮影したりしていました。 
　同園は、地区の環境保全に取り組む五
箇環境保全会（後藤幸雄会長）が、景観整
備の一環として、地区内の休耕地約40アー
ルを整備したもの。秋の風物詩として地
域住民の目を楽しませています。 
　交流会では、いも煮やイノシシ鍋など
が振る舞われ、訪れた人たちは、世間話
に花を咲かせながら、のんびりと秋のひ
とときを過ごしていました。 
　後藤会長は「昨年は日照不足や地力不
足にシカ被害が重なって、開催できなかっ
た。『今年こそは』という思いで開いた。
市エコエネルギーセンター（弥栄町）の
液肥を散布したところ、順調に生育した」
と満足げに話していました。 

敬
老
祝
い
品
を
受
け
取
り
、

喜
び
を
語
る
木
村
さ
ん 

　「高龍寺登山まつり」（同実行委員会主催）が10月3日、
久美浜町尉ヶ畑で開催され、参加者たちが本市最高峰
の「高龍寺ヶ岳」（標高697メートル）の山頂を目指しま
した。登山を通して交流を深め、地域の活性化を図るこ
とを目的に始めたもので、今年で18回目。市内外の3歳
から84歳までの参加者約170人が、初秋の山歩きに汗
を流しました。 
　この日は、あいにくの曇り空となりましたが、山頂に
到着した参加者たちは「登山道が整備されていて登り
やすかった」「“熊野富士”といわれるだけのことがあり、
素晴らしい見晴らしだった」と登山を満喫。久美浜湾や
小天橋、日本海の眺望を楽しんだ後、願い事を書いた風
船を一斉に空に放ちました。 

じょう 

こう りゅう じ 

交流会に訪れた区民約200人の目を楽しませたコスモス園 

はた 

ひ 

げ
ん 

しょう てん きょう 

が
く 

し 

じ
ゅ
う 

そ
う 

が 

きん し 網
野
み
な
み
保
育
所
園
児
が
球
根
を
植
え
付
け 

「
ス
イ
セ
ン
咲
い
た
ら
見
に
来
て
ね
」 

願
い
事
を
書
い
た
風
船
を
山
頂

で
一
斉
に
放
つ
参
加
者
た
ち 

「
満
点
で
ご
ざ
い
ま
す
」　 

ふるさと協力隊員が“ばらずし”作りに挑戦 

 「豪華でお祝い事の料理みたい」 

「
プ
ロ
の
演
奏 

音
楽
づ
く
り
に
生
か
し
た
い
」 

10月14日 

10月28日 

10月１日 

10月19日 

弦
楽
四
重
奏
団
が
大
宮
中
生
と
音
楽
で
交
流 

「素晴らしい見晴らしだった」 

170人が初秋の高龍寺登山を満喫 

「『
今
年
こ
そ
は
』と
思
っ
て
開
い
た
」 

10月23日 

五
箇
環
境
保
全
会
が
コ
ス
モ
ス
園
で
区
民
交
流
会
開
く 

10月3日 
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京
丹
後
市
出
身
選
手
の
活
躍
に 

応
援
幕
を
掲
出
し
て
は 

上谷  涼介 君（丹後町間人） 嶋田  喜一 さん（峰山町長岡） 道家  徹司 さん（丹後町岩木） 
峰山・長岡緑の少年団 
自然観察指導員 

京丹後市消防団　副団長 間人小学校　1年生 

こ
れ
か
ら
も 

情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す 

市
役
所
見
学
に
つ
い
て 

わ
が
わ
が
D
N
A

D
N
A
の
ふ
る
里

の
ふ
る
里
 

わ
が
わ
が
D
N
A

D
N
A
の
ふ
る
里

の
ふ
る
里
 

わ
が
D
N
A
の
ふ
る
里
 

　
祖
父
母
・
母
が
生
ま
れ
育
っ
た
大
宮

町
河
辺
は
、
わ
が
D
N
A
の
ふ
る
里
で

あ
る
。 

　
母
の
い
と

こ
に
当
た
る

95
歳
を
迎
え
る
叔
母
は
健
在
で
あ
る
。

母
は
白
寿
（
数
え
年
で
99
歳
）
を
心
身
と

も
に
健
康
に
迎
え
た
の
も
つ
か
の
間
、

凛
と
し
て
他
界
し
た
。 

　
こ
の
母
の
生
き
ざ
ま
を
写
し
た
よ
う

な
叔
母
か
ら
の
手
紙
の
一
部
を
記
す
と

―
「
土
を
愛
し
暗
く
な
る
ま
で
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。
風
に
当
た
り
太
陽
に
恵

ま
れ
、
時
に
は
雨
に
打
た
れ
、
ず
ぶ
ぬ
れ

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
生

き
て
い
れ
ば
当
然
の
こ
と
で
、
あ
ま
り

苦
に
な
ら
ぬ
」 

　
自
然
の
中
に
さ
っ
そ
う
と
生
き
て
い

く
力
を
育
む
京
丹
後
の
土
壌
が
、
た
ま

ら
な
く
好
き
で
あ
る
。
そ
の
叔
母
の
座

右
の
銘
に
「
生
き
て
枯
れ
る
。
枯
れ
て
生

き
る
。
立
派
に
枯
れ
る
た
め
に
、
さ
か
ん

に
生
き
る
。
老
人
の
中
の
一
番
良
い
老

人
で
あ
り
た
い
」
と
。 

　
い
ま
、
確
か
な
D
N
A
の
つ
な
が
り

を
叔
母
の
な
か
で
、
京
丹
後
の
風
土
の

な
か
に
見
て
い
る
思
い
で
あ
る
。 

　
幼
き
こ
ろ
、
祖
父
か
ら
能
楽
の
手
ほ

ど
き
を
受
け
、
80
の
手
習
い
な
が
ら
、
鼓

を
習
い
始
め
た
。
ヨ
ー
〝
ポ
ン
〞
・
ホ
ー

〝
ポ
ン
〞
と
澄
ん
だ
よ

い
音
が
出
る
ま
で
に
は

数
年
か
か
る
と
か
。
よ
い

音
が
打
て
る
ま
で
、
さ
か
ん
に
挑
戦
し

続
け
た
い
。 

 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
本
市
の
発
展
を
応
援
し
て
い
た
だ
い
て

本
市
の
発
展
を
応
援
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
い
る
「
京
丹
後
ふ
る
さ
と
応
援
団
員
」

「
京
丹
後
ふ
る
さ
と
応
援
団
員
」
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
故
郷
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
想
い
を
お
届
け
し
ま
す
。

い
た
故
郷
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
想
い
を
お
届
け
し
ま
す
。 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
本
市
の
発
展
を
応
援
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
「
京
丹
後
ふ
る
さ
と
応
援
団
員
」
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
故
郷
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
想
い
を
お
届
け
し
ま
す
。 

山本　昭也さん（79歳） 
やまもと てる や 

埼玉県 狭山市在住 
（大宮町河辺） 
※東京丹後人会理事長 

鼓に挑戦する 
山本さん 

京
丹
後
ふ
る
さ
と
応
援
団 

　
京
丹
後
ふ
る
さ
と
応
援
団
は
、
本
市
の
発

展
を
真
に
応
援
し
て
く
だ
さ
る
市
外
の
か
た

が
た
の
輪
を
全
国
に
広
げ
、
本
市
と
団
員
双

方
の
連
携
を
通
し
て
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
す
る
組
織
で
す
。 

 
ふるさと 

おうえんだんわ 

応援団 応援団 応援団 
ふるさと ふるさと ふるさと 

　昭和17年3月31日から京都府

与謝郡筒川国民学校訓導を振り

出しに、40年間にわたり教育現

場で活躍。学校教育の推進に貢

献されました。 

　特に学校統合における宇川小

学校と大宮第三小学校の誕生に

尽力。その功績が高く評価され

ました。 

　昭和54年4月、大宮町議会議

員に初当選し、平成3年4月まで

の3期12年にわたり在職。常に

住民の意見を聴きながら、持ち

前の温厚誠実な性格を生かし、

行政の推進に貢献されました。 

　大規模な集約型農業の実現や

三重簡易水道の開設に向け貢献。

その功績が高く評価されました。 

故 

田
中  

驪
夫 
さ
ん 

（
あ
み
の
読
み
聞
か
せ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
元
代
表
） 

叙　勲 

瑞宝双光章（教育功労） 

田
中  

眞
一
郎 

さ
ん 

た 

な
か 

た
か 
お 

み
ん
な
の 

市
に
寄
せ
ら
れ
た
、
皆
さ
ん
の
意

見
や
提
言
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

声 

叙　勲 

旭日単光章（地方自治功労） 

な
え 

さ 

し
ん
い
ち
ろ
う 

　昭和62年2月、久美浜町議会

議員に初当選し、平成11年2月

までの3期12年にわたり在職。

持ち前の卓越した識見と指導力

をもって、行政の推進に貢献さ

れました。 

　特に丹後広域消防組合の設立

に向けて尽力。その功績は多大

なものであると評価されました。 

叙　勲 

旭日単光章（地方自治功労） 

故 

田
上  

貞
朗 

さ
ん 

（
大
宮
町
五
十
河
） 

（
久
美
浜
町
東
本
町
） 

（
大
宮
町
周
枳
） 

た 

う
え 

さ
だ
あ
き 

【元大宮町議会議員】 【元久美浜町議会議員】 【元公立小学校長】 

府民の消防賞 緑の少年団育成功労賞 
京都府「海の子」作品展 

絵画部門　京都府知事賞 

　10月25日、「府民の消防賞」贈

呈式（京都市中京区）が開催。道

家さんが、消防や防災活動、人命

救助に功績のあった消防職員、

消防団員に贈られる「府民の消

防賞」を受賞しました。 

　10月16日、平成22年度ふるさ

と海づくり大会（伊根町蒲入）が

開催。京都府「海の子」作品展の

表彰で、大きなカニと友達を描

いた上谷君の絵が京都府知事賞

に輝きました。 

　10月2日、全国緑の少年団活動

発表大会（群馬県太田市）が開催。

嶋田さんが、長年にわたり緑の

少年団の育成に貢献した指導者

に贈られる「緑の少年団育成功

労賞」を受賞しました。 

うえたに りょうすけ し ま  だ  き  ど う  け  て つ  し  

かまにゅう 

た 

な
か 

　
市
立
橘
中
学
校
（
網
野
町
）
出
身
で
福

知
山
成
美
高
等
学
校
に
通
う
生
徒
が
、
今

年
８
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で
愛
知
県
伊

予
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
14
回
マ
ド
ン

ナ
カ
ッ
プ
i
n
伊
予
市 

ビ
ー
チ
バ
レ
ー

ジ
ャ
パ
ン
女
子
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
」

に
出
場
し
、
全
国
優
勝
し
ま
し
た
。 

　
宮
津
高
等
学
校
の
選
手
も
出
場
し
、
宮

津
市
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で

は
垂
れ
幕
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。 

　
京
丹
後
市
も
応
援
幕
を
掲
出
し
て
は

い
か
が
で
す
か
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
不
明
・
男
性
】 

    

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
小
・
中
学

校
お
よ
び
高
等
学
校
は
も
と
よ
り
、
近
隣

の
高
等
学
校
に
対
し
て
、
全
国
大
会
な
ど

に
出
場
す
る
本
市
出
身
の
児
童
や
生
徒

な
ど
の
情
報
収
集
を
行
い
、
広
報
紙
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
と
と
も
に
激

励
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

　
全
国
大
会
な
ど
で
の
成
績
優
秀
者
に

対
す
る
懸
垂
幕
の
掲
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、

掲
出
の
基
準
と
な
る
よ
う
な
も
の
を
検

討
し
ま
す
。 

　
今
後
も
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
提
供
に

つ
き
ま
し
て
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
社
会
教
育
課
】 

    　
市
役
所
見
学
に
い
っ
た
と
き
、
担
当
の

か
た
が
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
て
、「
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
の
こ
と
が
よ
く
分

か
り
ま
し
た
。 

　
例
え
ば
、
外
の
ス
ロ
ー
プ
や
職
員
が
座

っ
た
り
立
っ
た
り
し
て
対
応
す
る
カ
ウ

ン
タ
ー
な
ど
本
当
に
た
く
さ
ん
知
り
ま

し
た
。 

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
扉
が
閉
ま
る
速
さ

が
ほ
か
の
建
物
よ
り
ゆ
っ
く
り
で
、
手
な

ど
が
挟
ま
ら
な
い
よ
う
工
夫
が
し
て
あ

る
と
気
づ
き
ま
し
た
。 

　
　
　
　【
市
内
・
女
性
・
よ
し
わ
ら
っ
こ
】 

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り

に
対
す
る
意
見
や
提
言
な
ど
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 

は
さ 

いち  
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お問い合わせ先：健康推進課（蕁69-0350） 

水揚げされたズワイガニ 

リリース後の水ガニの生き残りを調査 
（すぐにリリースすれば85%が生存） 

　厚生労働省が実施した「平成19年度国民健康・栄養

調査」によると、「糖尿病が強く疑われる人」が約890万

人、「糖尿病の可能性が否定できない人」が約1,320万人

いるとされています。40歳以上の3人に1人が糖尿病ま

たは糖尿病予備軍であることが明らかになっています。 

糖尿病…血糖値（血液中のブドウ糖濃度）が高い状態が

　　　　長く続く病気。症状は、無症状の状態から、のど

　　　　の渇きや多尿、意識傷害や昏睡など。糖尿病に

　　　　よる網膜症・腎症・動脈硬化などを併発しやすい。 

　糖尿病は自覚症状がないのが特徴で、合併症がすす
んでから発見されることもあります。早期発見のために、
１年に１度は健康診査を受け、発症を予防することが
大切です。また自己判断で受診しなかったり、血糖を高
いまま放置しておいたりすることはやめましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

　私たちが食べた糖分やデンプンは消化されブドウ糖

になります。ブドウ糖は体を動かすのに必要なエネル

ギー源で、血液によって筋肉や臓器に運ばれます。これ

が血糖です。通常、血糖はインスリンというホルモンに

よって一定の幅でその値が保たれています。ところが、

インスリンが不足したり、うまく働かなかったりする

と血糖値が高くなり、糖尿病を発症します。 

　糖尿病には、疾病などによりインスリンの絶対量が

不足する１型糖尿病と、生活習慣に大きく原因する２

型糖尿病があります。大多数が２型糖尿病で、高カロリ

ーの食事や炭水化物のとり過ぎでインスリン量が不足

したり、肥満による脂肪がインスリンの働きを悪くし

たりして、血糖値が高い状態を引き起こします。 

　血糖値を高いままにしておくと、血管がもろくなり
さまざまな合併症が現れます。合併症が現れてしまうと、
生活の質と寿命は著しく低下し、元に戻すことは困難
です。 
　糖尿病になってしまっても血糖値をコントロールし
て、合併症を起こさないことが大切です。 

②糖尿病の本当の怖さは合併症 

 
11
月
６
日
、
漁
の
解
禁
を
迎
え
た
丹
後
の
〝
冬
の
味
覚
の
王
者
〞
ズ
ワ
イ
ガ

ニ
。
京
都
府
農
林
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
宮
津
市
）
で
は
、
ズ
ワ

イ
ガ
ニ
を
増
や
す
た
め
の
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

京都府農林水産技術センター海洋センター（蕁0772-25-3072） 
ホームページ：http://www.pref.kyoto.jp/kaiyo/

〈お問い合わせ先〉 

　
乱
獲
な
ど
の
影
響
で
一
時
期
減
少

し
た
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の
水
揚
げ
量
は
、

カ
ニ
の
保
護
区
を
つ
く
る
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
対
策
を
行
い
、
徐
々
に
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
ま
だ
最

盛
期
の
よ
う
な
量
ま
で
の
回
復
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
安
定
し
た
水
揚

げ
を
確
保
す
る
に
は
、
さ
ら
な
る
保

護
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

   

　
脱
皮
し
て
成
長
す
る
ズ
ワ
イ
ガ
ニ

は
、
脱
皮
後
数
カ
月
は
甲
羅
が
柔
ら

か
く
、
肉
質
が
多
少
劣
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
オ
ス
ガ
ニ
は
「
水
ガ
ニ
」
と
呼

ば
れ
、
同
じ
オ
ス
ガ
ニ
で
も
「
間
人
ガ

ニ
」
な
ど
と
は
流
通
に
お
い
て
明
確

に
区
別
さ
れ
ま
す
。 

　
地
元
産
で
あ
り
な
が
ら
、
１
尾
数

百
円
で
店
頭
に
並
ぶ
カ
ニ
が
水
ガ
ニ

で
す
。
地
元
産
の
カ
ニ
を
お
手
ご
ろ

価
格
で
食
べ
ら
れ
る
た
め
あ
り
が
た

い
存
在
で
す
が
、
実
は
水
ガ
ニ
は
交

尾
能
力
を
持
た
な
い
未
成
熟
な
カ
ニ

な
の
で
す
。
未
成
熟
な
も
の
を
獲
る

こ
と
は
、
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
に
限
ら
ず
、
決

し
て
良
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。 

　
水
ガ
ニ
を
保
護
す
る
最
も
良
い
方

法
は
、
水
揚
げ
を
禁
止
し
て
し
ま
う

こ
と
で
す
。
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
を
獲
る
際

に
は
水
ガ
ニ
も
一
緒
に
網
に
入
っ
て

き
て
し
ま
う
た
め
、
水
ガ
ニ
だ
け
を

リ
リ
ー
ス
（
再
放
流
）
し
ま
す
。 

　
水
ガ
ニ
が
漁
期
中
に
ど
れ
く
ら
い

網
に
入
り
、
リ
リ
ー
ス
し
た
場
合
に

ど
の
程
度
生
き
残
る
の
か
を
調
べ
た

と
こ
ろ
、
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
と
ほ
ぼ
同
数

の
水
ガ
ニ
が
網
に
入
っ
て
い
る
こ
と
、

す
ぐ
に
リ
リ
ー
ス
す
れ
ば
約
85
％
が

生
き
残
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

生
き
残
っ
た
水
ガ
ニ
は
、
翌
年
以
降

に
は
交
尾
可
能
な
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
と
な

り
ま
す
。 

   

　
丹
後
で
は
漁
業
者
の
取
り
決
め
に

よ
り
、
一
昨
年
か
ら
水
ガ
ニ
の
水
揚

げ
が
禁
止
と
な
り
ま
し
た
。
お
手
ご

ろ
価
格
の
丹
後
産
水
ガ
ニ
を
食
べ
る

こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

よ
り
安
定
し
た
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の
水
揚

げ
が
期
待
で
き
ま
す
。 

　「
水
ガ
ニ
水
揚
げ
禁
止
」
の
取
り
組

み
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
丹
後
で
実

践
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
ズ
ワ
イ

ガ
ニ
を
増
や
す
効
果
的
な
方
法
と
し

て
、
丹
後
か
ら
全
国
に
広
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

健 康 だ よ り 健 康 だ よ り 健 康 だ よ り 

中高年の３人に1人が糖尿病かその予備軍です 

① 糖尿病ってどんな病気？ 

④糖尿病は自覚症状がありません。予防のための 
　健診を受けましょう 

糖尿病合併症 

２型糖尿病になりやすい危険因子 

加齢・肥満・飲酒・喫煙・運動不足 

遺伝・高血圧・ストレスなど 

※赤字は３大合併症と呼ばれています。 

　 
　　肥満は脂肪細胞から血糖値を上げるホルモンが出
　たり、インスリンの効きが悪い状態になり血糖値が
　上がりやすくなったりします。ＢＭＩ（肥満指数）を
　25未満に心がけましょう。 
　　　ＢＭＩ＝体重（kg）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ） 
 
 
　 
　 
　　食べ過ぎ、飲みすぎを続けると、血糖値が上がります。
　 
　　体を動かすと血液中の血糖値が消費されます。 
　 
　　ストレス状態は、ホルモンが分泌され血糖値が上
　がります。 

18.5未満 

低体重 

18.5以上25.0未満 

普通体重 

25.0以上 

肥満 

③生活習慣を見直すことで、防ぐことができます 

肥満を予防する 

食事はバランスよく、食べすぎないように 

身体活動を増やす 

ストレスをためない 

糖尿病腎症 

糖尿病神経障害 

こうそく 
心筋梗塞・狭心症 

こうそく 

皮膚の病気・感染症 

閉塞性動脈硬化症 
へいそく 

閉塞性動脈硬化症 

こうそく 

脳硬塞・脳卒中 脳硬塞・脳卒中 

京都府で取り組んでい
る市民生活にかかわる
事業などについて紹介
しています。 

京都府の 
ひろば 
Since 2008.09

京都府の 
ひろば 
Since 2008.09

漁
解
禁
を
迎
え
た
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
。 

　
水
揚
げ
を
増
や
す
た
め
の
策
と
は
？ 

開催まであと 

353日 353日 

国民文化祭・京都2011

農
林
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
海
洋
セ
ン
タ
ー 

保
護
区
を
つ
く
っ
て 

　
　
最
盛
期
の
水
揚
げ
量
を 

未
熟
な
「
水
ガ
ニ
」
の 

　
　
　
水
揚
げ
を
禁
止
に 

全
国
に
先
駆
け
て 

　
水
ガ
ニ
保
護
を
実
践 （11月10日現在） 

マスコットキャラクター 
PR隊長 「まゆまろ」 

1年を切った 
です～！ 

糖尿病網膜症 
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快
走 

　
今
年
で
13
回
目
と
な
る
「
あ

み
の
八
丁
浜
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」

が
10
月
17
日
、
網
野
北
小
学
校

を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
し
八

丁
浜
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
や
京
阪
神
地
域
か
ら
、
７

０
９
人
が
出
場
し
、
健
脚
を
競

い
ま
し
た
。
男
子
と
女
子
ハ
ー

フ
の
ト
ッ
プ
に
市
長
杯
、
10
㌔

の
ト
ッ
プ
に
田
茂
井
杯
、
５
㌔

の
女
子
の
ト
ッ
プ
に
志
水
杯
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。 

京たんごスポーツ 京たんごスポーツ 京たんごスポーツ 

カ
ヌ
ー 

▼
ス
プ
リ
ン
ト
（
K-

１
）
２
０
０

㍍
６
位
　
綱
あ
づ
さ
（
会
社
員
・
久
美
浜

高
卒
）
▼
同
５
０
０
㍍
６
位
　
綱
あ
づ
さ 

レ
ス
リ
ン
グ 

▼
少
年
男
子
50
㌔
級
１
位

高
谷
大
地
（
網
野
高
）
▼
同
66
㌔
級
２
位

新
川
武
弥
（
網
野
高
）
▼
同
成
年
男
子
60

㌔
級
５
位
　
松
本
卓
弥
（
専
修
大
・
網
野

高
卒
）
▼
同
74
㌔
級
２
位
　
高
谷
惣
亮
（
拓

殖
大
・
網
野
高
卒
）
▼
同
66
㌔
級
５
位
　

小
石
原
拓
馬
（
日
体
大
・
網
野
高
卒
）
▼
同

84
㌔
級
５
位
　
永
田
裕
城
（
日
大
・
網
野

高
卒
） 

日本代表選手 
７
０
９
人
が
健
脚
競
う 

投球フォームをレクチャーする松本直美 
さん（写真＝右） 

　
９
月
25
日
か
ら
10
月
５
日
ま
で
、
千
葉

県
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
た
、
第
65
回
国
民

体
育
大
会
（
千
葉
国
体
）
で
、
優
秀
な
成
績

を
収
め
ら
れ
た
、
市
内
在
住
・
在
学
・
出
身

の
選
手
を
紹
介
し
ま
す
。 

徹底指導 

ハーフと10キロ、５キロの号砲を待つランナーたち。
陸上競技で世界を舞台に活躍した田茂井宗一さんと
志水見千子さんもゲスト参加 

大
会
結
果
（
入
賞
者
・
敬
称
略
） 

ゆ
め
半
島 

千
葉
国
体 

弥栄病院で出産した 
　◎市内に住んでいるかた 
　◎実家が市内にあるかた（"里帰り出産"のかた） 

　「
広
報
き
ょ
う
た
ん
ご
」
で
は
、
弥
栄
病
院
で
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
の
瞬
間
を
喜
ぶ
ご
家

族
の
姿
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。「
生
命
誕
生
の
喜
び
と
感
動
、
生
命

の
大
切
さ
」
を
市
民
み
ん
な
で
分
か
ち
合
い
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

一生涯の思い出・・・ 

このコーナーへの参加家族を募集しています。 

お問い合わせ先　秘書広報広聴課 
「広報きょうたんご 生命の絆」係（蕁69-0110） 

ぜひ『生命の絆』コーナーにご応募ください！ 
い の ち  きずな 

掲載写真 

対象者 

がソフトボール教室で 

夢
は
必
ず
か
な
う 

▼
ハ
ー
フ
男
子
（
市
長
杯
）

吉
田
雅
広
（
与
謝
野
町
）
▼

同
女
子
（
同
）　
岡
安
由
起

子
（
舞
鶴
市
）
▼
10
㌔
（
田

茂
井
杯
）
男
子
　
藤
村
耕

大
（
網
野
町
）
▼
同
女
子
　

木
村
円
佳
（
久
美
浜
町
）
▼

５
㌔
男
子
　
中
井
芳
聡（
南

丹
市
）▼
同
女
子（
志
水
杯
）

福
木
沙
也
花
（
久
美
浜
町
）

▼
２
・
５
㌔
　
後
尾
章
気（
兵

庫
県
市
川
町
） ２

０
１
０ 

 

たんすぽ 

たんすぽ 

市職員人事異動 

退職 新規採用 

弥栄病院　看護部 
准看護師　吉岡 美紀 

弥栄病院　看護部 
看護師　寺内 由美 

異動 （カッコ内は異動前） 

【9月30日付け】 【10月1日付け】 

弥栄訪問看護ステーション 
看護師　豊田 敦子 

（弥栄訪問看護ステーション　看護師） 

【10月1日付け】 

写真は弥栄病院の助産師が出産直後に撮影します。 

　
大
会
結
果 

　（
入
賞
者
・
敬
称
略
） 

　
丹
波
小
学
校
（
峰
山
町
）
で
10
月
４
日
、
ア

ト
ラ
ン
タ
、
シ
ド
ニ
ー
五
輪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
日

本
代
表
選
手
の
松
本
直
美
さ
ん
を
招
き
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
教
室
（
市
教
育
委
員
会
主
催
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
全
校
児
童
１
０
７
人
が
参
加

し
、
松
本
さ
ん
は
基
礎

運
動
や
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
を
通
し
て
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
楽
し
さ
を
伝
え
ま
し
た
。
松
本
さ
ん

は
「
あ
き
ら
め
な
け
れ
ば
、
必
ず
夢
は
か
な
う
」

と
児
童
た
ち
を
激
励
し
て
い
ま
し
た
。 

あ
み
の
八
丁
浜
ロ
ー
ド
レ
ー
ス 

ご 

の 

お  

し
ょ
う 

き 

よ
し
あ
き 

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う 

A bond of the lifeA bond of the life い

の

ち

 

生
命
の
　
　 

生
命
の
　
　 

きずな  

絆 絆 絆 

母…朱子さん　父…和人さん 
住所…滋賀県野洲市 
　　  丹後町袖志（実家） 

　　三上 和奏ちゃん（女の子） 

　　10月生まれ・2,758グラム 
あかし かずと  

わかな  

母…圭子さん　父…彰生さん 
住所…久美浜町栃谷 

　　岡本 旺大朗ちゃん（男の子） 

　　10月生まれ・3,088グラム 
けいこ あきお  

おうたろう  

グラウンドゴルフで交通ルール学ぶ 

　
中
国
の
代
表
的
弦
楽
器
で
あ

る
「
二
胡
」
の
演
奏
会
が
10
月
27

日
、
峰
山

総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
峰
山
町
杉
谷
）
で
開

催
さ
れ
、
約
１
７
０
人
が
哀
愁
深

い
演
奏
に
聴
き
入
り
ま
し
た
。 

　
音
楽
を
通
し
て
外
国
文
化
や
国

際
交
流
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら

う
こ
と

を
目
的

に
市
国
際
交
流
協
会
（
中
江
忠
宏

会
長
）
が
開
い
た
も
の
で
す
。
陳
曼

麗
さ
ん
（
中
国
西
安
市
出
身
・
綾
部

市
在
住
）
が
演
奏
者
に
招

か
れ
、「
東
京
ブ
ギ
ウ
ギ
」

や
「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
」
な
ど

12
曲
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

　
来
場
者
か
ら
は
「
広
大

な
中
国
の
風
景
が
目
に
浮

か
ぶ
よ
う
な
、
心
地
よ
い

音
色
で
し
た
」
と
感
想
を

話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
市
久
美
浜
町
高
齢
者
大
学
が
、

10
月
28
日
、「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
で
交
通
安
全
」
を
テ
ー
マ
に

久
美
浜
市
民
局
で
開
か
れ
、
受

講
者
45
人
が
交
通
ル
ー
ル
を
再

確
認
し
ま
し
た
。 

　
今
年
に
入
り
、
高
齢
者
の
交

通
事
故
死
亡
件
数
が
増
加
傾
向

に
あ
る
た
め
「
事
故
に
あ
わ
な

い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぼ
う
」

と
開
催
。
京
丹
後
警
察
署
か
ら

高
齢
者
が
事
故
に
あ
い
や
す
い

状
況
な
ど
の
説
明
や
、
市
交
通

指
導
員
ら
に
よ
る
交
通
ル
ー
ル

を
取
り
入
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
を
行
い
ま
し
た
。 

　
同
指
導
員
の
戸
出
司
朗
会
長

は
「
道
路
の
横
断
で
は
左
右
を

確
認
し
、
日
ご
ろ
か
ら
事
故
に

あ
わ
な
い
よ
う
に
心
掛
け
て
く

だ
さ
い
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。 

踏切が設定されたコースで左右を 
確認する受講者 

「
中
国
の
風
景
が
目
に
浮
か
ぶ
」 

二胡を奏でる陳曼麗さん 

チ
ェ
ン
マ
ン 

に   

こ 

せ
い
あ
ん 

リ
ー 
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9月28日、遺跡発掘を体験する大宮第三小学校の4年生から 
6年生の児童 

h
ttp
://w

w
w
.kyo

to
fu
-m
a
ib
u
n
.o
r.jp
/

▼
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ

　
ー
ジ
で
、
現
地
説
明
会
の
資
料
や
大
宮
第
三
小
学
校

　
の
発
掘
体
験
の
様
子
が
閲
覧
で
き
ま
す
。 

■お問い合わせ先  
　京都府丹後文化会館　蕁 62-5200

＜全席自由＞ 

平成22年度　京都府地域における舞台芸術振興・次世代体験推進事業 
京都府丹後文化会館開館30周年記念 

第2回市民でつくる第九コンサート 

玄武洞。５～６角形の石の塊が訪れた人を 
その迫力と、不思議な美しさで魅了します 

　衰退したローマ帝国がブリテン島か
ら撤退することになり、島生まれのロー
マ軍人アクイラは軍を脱走し故郷に残る。
その後サクソン人の襲撃にあい、すべて
を失い奴隷になってしまうが…。生きる
ことの厳しさ、美しさを描いた作品です。 

■天地明察 ■ともしびをかかげて 沖方丁／著　角川書店  
岩波書店 

　　ローズマリ・サトクリフ／作 
　　猪熊葉子／訳 

　ある日、渋川春海は老中・酒井忠清に
北極星の位置を全国各地で測るよう命
じられる。その目的は、日本独自の暦を
作り上げることー。碁打ち、数学者、そ
して天文学者。3つの顔を持つ春海の、
20年にわたる奮闘と挫折の物語です。 

峰山図書館 

　峰山図書館読み聞かせボランティア「わ」

は、現在17人で活動しています。図書

館や小学校、4カ月検診や乳幼児子育て

教室などで、読み聞かせを通しておは

なしの世界のおもしろさを伝えています。 

 また、毎年「図書館冬のお楽しみ会」

では、人形劇などを半年以上かけて制

作し、12月には、和やかな雰囲気の中で、

みんなが「わ」になって公演しています。今後は、大人向け

の語りにも取り組んでみたいと思っています。 

 

大人の"耳から読書"

峰山図書館絵本読みきかせボランティア 

代表　山口 信子さん（峰山町二箇） 
おはなし隊のキャラバンカー 

　
松
山
遺
跡
は
、
大
宮
町
森
本
の
大
宮
第
三
小

学
校
の
南
側
に
所
在
す
る
縄
文
時
代
か
ら
室
町

時
代
ま
で
の
集
落
遺
跡
で
す
。 

　
遺
跡
が
立
地
す
る
竹
野
川
左
岸
の
段
丘
に
は
、

沖
田
橋
を
渡
っ
て
す
ぐ
右
手
の
農
道
を
通
っ
て

上
が
れ
ま
す
。
こ
の
農
道
の
南
側
に
あ
る
調
査

区
で
は
、
幅
12
〜
16
㍍
、
深
さ
２
㍍
規
模
の
川

の
跡
が
見
つ
か
り
、
縄
文
時
代
か
ら
室
町
時
代

に
か
け
て
の
土
器
・
石
製
品
な
ど
が
出
土
し
ま

し
た
。
石
製
品
の
中
に
は
、
弥
生
時
代
に
使
わ

れ
た
石
剣
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
農
道
北
東
側

の
調
査
区
で
は
、

古
墳
時
代
の
炉

跡
や
平
安
時
代

の
柱
穴
跡
、
室

町
時
代
の
墓
が

見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。 

　
ま
た
、
調
査

区
の
北
西
側
で

は
、
古
墳
時
代

の
竪
穴
住
居
跡
や
鎌
倉
時
代
の
柱
穴
な
ど
が
見

つ
か
っ
て
お
り
、
奈
良
時
代
に
使
わ
れ
た
須
恵

器
（
青
灰
色
の
土
器
）
の
円
面
硯
（
す
ず
り
）
が

出
土
し
て
い
ま
す
。 

　
今
回
の
発
掘
調
査
で
は
、
整
理
箱
に
し
て
３

０
０
箱
ほ
ど
に
も
及
ぶ
大
量
の
土
器
・
石
製
品

が
出
土
し
ま
し
た
。
そ
の
年
代
も
縄
文
時
代
か

ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
長
期
間
に
わ
た
る
も

の
で
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
調
査
場
所
付
近
は
、

当
時
の
人
々
に
と
っ
て
と
て
も
住
み
よ
い
と
こ

ろ
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。 

え
ん
め
ん
け
ん 

す
　
え
　 

た
て
あ
な 

ろ 

あ
と 出土した土器(一部)

円面硯のかけら 
えんめんけん 

だ
ん
き
ゅ
う 

《コンサートプログラム》（予定） 
♪ウェーバー：歌劇「魔弾の射手」序曲 
♪ベートーヴェン：交響曲第９番二短調 
　　　　　　　　　OP.125「合唱付」 ◎公 演 日…12月12日（日） 

◎場　　所…京都府丹後文化会館（峰山町杉谷） 
◎開場時間…14：30　◎開演時間…15：00 
◎入 場 料…【一　　　般】前売4,000円（当日4,500円） 
　　　　　　【高校生以下】前売1,500円（当日2,000円） 
　　　　　   ※未就学児の入場はご遠慮ください。 

主催：譛日本交響楽振興財団、譛京都府丹後文化事業団、京丹後文化のまちづくり実行委員会 
共催：京丹後市、京丹後市教育委員会／主管：丹後第九をうたう会 
後援：譛JKA(            )、京都府、北近畿タンゴ鉄道㈱ 

マスコットキャラクター 
PR隊長 「まゆまろ」 

この演奏会は、競輪の補助を受けて開催します。 
http://ringring-keirin.jp

成功させよう 平成23年国民文化祭 京都開催 

※この演奏会は京都府からの助成を受けて実施するもので、 
　入場料が低額に設定されております。 

指揮：小松 長生さん 

ソプラノ 
雑賀 美可さん 

メゾソプラノ 
福島 紀子さん 

テノール 
松本  晃さん 

バリトン 
片桐 直樹さん 

管弦楽：大阪センチュリー交響楽団 

丹後第九をうたう会 

指　揮：小松長生さん 
管弦楽：大阪センチュリー交響楽団 
合　唱：丹後第九をうたう会 
　　　　（合唱指揮：成毛敦さん） 

な
だ 

今
月
の
お
す
す
め
ジ
オ
サ
イ
ト 

玄
武
洞
（
豊
岡
市
赤
石
） 

⑤ 

ぶ

 

げ

ん

 

ど

う

 

か
い
れ
い 

　
兵
庫
県
豊
岡
市
に
は
、
１

６
０
万
年
前
の
火
山
岩
か
ら

な
る
玄
武
洞
が
あ
り
、
国
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　
岩
石
名
の
「
玄
武
岩
」
は
、

こ
の
玄
武
洞
の
名
前
に
由
来

し
て
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
玄
武
洞
の
玄
武
岩
に
は
規

則
正
し
い
節
理
が
見
ら
れ
ま

す
（
節
理
と
は
、
地
表
に
流

れ
出
し
た
溶
岩
が
冷
え
て
固

ま
る
と
き
、
体
積
が
小
さ
く

な
っ
て
で
き
た
割
れ
目
の
こ

と
）。
天
然
記
念
物
と
な
る
以
前

に
は
「
灘
石
」
と
称
さ
れ
て
、
石

材
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
地
域
に
残
る
黒
色
の
玄

武
岩
で
つ
く
ら
れ
た
石
垣
は
、
独

特
の
景
観
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
玄
武
洞
の
玄
武
岩
は
、
京

都
大
学
の
松
山
基
範
博
士
の
研

究
に
よ
り
、
地
球
磁
場
の
逆
転
が

発
見
さ
れ
た
こ
と
で
、
世
界
的
に

も
有
名
で
す
。 

　
火
成
岩
な
ど
の
岩
石
が
冷
え

固
ま
る
際
に
は
、
そ
の
時
代
の
地

球
磁
場
の
方
向
が
岩
石
中
に
記

録
さ
れ
ま
す
。
松
山
博
士
が
調
べ

た
と
こ
ろ
、
１
６
０
万
年
前
の
玄

武
洞
の
玄
武
岩
は
、
現
在
は
北
を

向
く
Ｎ
極
が
南
を
向
く
磁
性
を

示
し
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
磁
場
の
逆
転
現
象
は
、
そ

の
後
太
平
洋
中
央
海
嶺
に
お
け

る
調
査
な
ど
に
お
い
て
、
海
洋
底

が
拡
大
す
る
こ
と
を
証
明
し
、
プ

レ
ー
ト
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
理
論
（
大

陸
移
動
説
）
の
完
成
に
大
き
な
役

目
を
果
た
し
ま
し
た
。 

　
松
山
博
士
の
研
究
な
ど
に
よ

り
世
界
的
に
有
名
に
な
っ
た
玄

武
洞
に
は
、
海
外
か
ら
も
多
く
の

地
質
学
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。 

い
し 

 
　9月26日、キャラバンカーに
たくさんの本を載せて全国各
地におはなしを届ける「全国訪
問おはなし隊」が峰山図書館に
やってきました。 
　青空の下、訪れた親子連れな
どが、おはなし隊の隊長さんに
よる絵本の読み聞かせを聞い
たり、キャラバンカーの中を見学したりして楽しみました。 
 
 
　あみの図書館で10月3日、「大人の
“耳から読書”」を開催しました。 
　子ども向けの読み聞かせだけでなく、
大人の読書推進にも焦点を当てたい
と考え、今回初めて実施。参加者は、
網野町出身の絵本作家・梅田俊作さ

んが挿し絵を担当した絵本『ラブ・ユー・フォーエバー』など
の読み聞かせや朗読を聞き、「ちいさい秋みつけた」などの童
謡をみんなで一緒に歌いました。 
　60人以上の参加者が、朗読や歌などを楽しみながらゆった
りとした読書の秋を過ごしました。 

せ
っ
け
ん 

き 

は
し
ら
あ
な 

京
丹
後
市
の
文
化
財 

京
丹
後
市
の
文
化
財 

56
 
56
 

ま
つ 

や
ま 

丹後大宮駅丹後大宮駅 

大宮第一小大宮第一小 

大宮第二小大宮第二小 

大宮第三小大宮第三小 

丹後大宮駅 

大宮第一小 

大宮南保育所大宮南保育所 大宮南保育所 

竹野川 

大宮第二小 

大宮第三小 

松山遺跡 

P

松
山
遺
跡 

　
　
　
　
　
　
　（
大
宮
町
森
本
） 

京都府丹後文化会館　インフォメーション 京都府丹後文化会館　インフォメーション 

前売券好評発売中!!

も
と
の
り 

玄武岩から磁場の逆転現象を発見 

図書館だより 
11月図書館カレンダー 

 7   8   9  10 11 12 13 
14 15 16 17 18 19 20 
21 22 23 24 25 26 27 
28 29 30   1  2   3   4   
 5   6   7   8   9  10 11

日 月 火 水 木 金 土 ◆開館時間／10時～18時 （峰山・あみののみ水曜は19時まで） 

赤文字は休館日です。 

12

◆問い合わせ先／　峰山図書館（蕁62-5101） 大宮図書室（蕁69-0672） 
　　　　　　　　あみの図書館（蕁72-4946） 弥栄図書室（蕁65-2101） 
　　　　　　　　久美浜図書室（蕁82-1771） 丹後図書室（蕁69-0664） 

◆貸出／1人20点まで・2週間 

今月のおすすめ図書 
大人向けの本 子ども向けの本 

★全国訪問おはなし隊がやってきた！ 

あみの図書館 ★大人にもおはなしを聞いてほしい 
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若者・よそ者・ばか者がまちをかえる 

若さあふれるひと・地域のよさを発見してくれる人・ひとつのことに夢中に打ち込むヒト 

ひと ・人・ ヒト ひと ・人・ ヒト 

自然と白井さんの周りに集まる近所のおば 
ちゃんたち。井戸端会議に花を咲かせます 
（場所：さかなやあおき） 

  

▼
今
月
号
は
、
命
の
誕
生
を
ご
家

族
と
と
も
に
紹
介
す
る
「
生
命
の

絆
」
と
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
想
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
応
援
団
員
の

「
ふ
る
さ
と
応
援
団
話
」
と
い
っ

た
コ
ー
ナ
ー
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。
広
報
紙
を
通
し
て
感
動
と
、

新
た
な
発
見
を
お
伝
え
で
き
れ
ば

と
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
紙
面
づ
く

り
に
励
ん
で
い
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
も
ど
ん
ど
ん
紙
面
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
▼
世
界
認
定
を
受
け

た
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
。
考
え

方
に
よ
っ
て
は
、
私
た
ち
は
世
界

の
中
で
限
ら
れ
た
貴
重
な
場
所
に

住
ん
で
い
る
と
い
え
ま
す
。
こ
の

世
界
認
定
、
何
で
も
、
４
年
後
に

再
審
査
が
あ
る
よ
う
で
、
取
り
組

み
状
況
に
よ
っ
て
は
、
認
定
が
取

り
消
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
か
。

今
が
重
要
な
と
き
で
す
。
／
輝 

つ
ぶ
や
き 

人口・世帯数 

男　　   29,648人 

女　　   31,722人 

計　　   61,370人 

世帯数　22,210世帯 

（－21） 

（－7） 

（－28） 

（－1） 

（10月1日現在・（ ）内は前月比） 

　
網
野
町
浜
詰
の
魚
屋
に
全
身
赤
色
の
名
物

お
ば
ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
出
演
も
す

で
に
15
回
。
市
の
観
光
P
R
も
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
よ
く
し
ゃ
べ
り
、
よ
く
笑
う
。

ま
わ
り
の
人
ま
で
元
気
に
さ
せ
る
「
た
か
ち

ゃ
ん
」
こ
と
白
井
隆
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

　 
       

　
カ
ニ
シ
ー
ズ
ン
の
11
月
か
ら
3
月
ま
で
の

間
、
髪
を
赤
く
染
め
、
赤
い
ね
じ
り
は
ち
ま
き
、

赤
い
シ
ャ
ツ
に
ズ
ボ
ン
、
そ
し
て
赤
い
靴 

―
。 

　
ゆ
で
揚
が
っ
た
カ
ニ
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
全

身
赤
ず
く
め
で
店
に
立
つ
白
井
さ
ん
。
15
年

前
か
ら
こ
の
ス
タ
イ
ル
を
通
し
て
き
ま
し
た
。

　
き
っ
か
け
は
、
買
い
物
客
か
ら
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
た
緑
色
の
ハ
ッ
ピ
。
買
い
物
客
の
勤

め
て
い
る
企
業
の
宣
伝
も
兼
ね
て
ハ

ッ
ピ
を
着
て
店
に
出
て
い
ま
し

た
が
「
ど
う
せ
や
る
な
ら
自

分
の
店
の
宣
伝
を
し
よ
う
」

と
考
え
ハ
ッ
ピ
を
変
え
、

髪
を
染
め
ズ
ボ
ン
を

と
徐
々
に
全
身
赤
色

に
変
わ
っ
て
い
っ
た

と
い
い
ま
す
。 

　
夏
の
７
、
８
月
は
海
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
全
身
を
水
色

に
変
身
。
特
に
、
夏
と
冬
は
名
物

お
ば
ち
ゃ
ん
の
「
た
か
ち
ゃ
ん
」
の
愛
称
で
テ

レ
ビ
の
観
光
番
組
な
ど
に
出
演
し
て
い
ま
す
。 

 

　
魚
屋
で
働
く
普
通
の
お
ば
ち
ゃ
ん
で
す
が
、

そ
ん
な
白
井
さ
ん
は
「
人
生
い
ろ
い
ろ
」
を
テ

ー
マ
に
数
々
の
講
演
を
こ
な
す
ス
ー
パ
ー
ウ

ー
マ
ン
。
講
演
で
は
、
聴
衆
の
年
齢
層
に
合
わ

せ
て
自
分
自
身
の
人
生
で
感
じ
た
こ
と
な
ど

を
話
し
ま
す
。 

　
初
講
演
で
は
、
所
定
の
時
間
が
過
ぎ
て
も
気

づ
か
ず
に
話
し
続
け
た
白
井
さ
ん
。
し
か
し
、

そ
の
講
演
を
き
っ
か
け
に
、
口
コ
ミ
で
伝
わ
り

講
演
依
頼
や
テ
レ
ビ
出
演
依
頼
を
受
け
る
と

い
い
ま
す
。 

　「
商
売
も
何
で
も
人
間
と
人
間
の
話
し
合
い
。

相
手
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
る
こ
と
が
大
事
や
。

一
度
来
た
お
客
さ
ん
の
顔
や
名
前
は
不
思
議

と
覚
え
て
い
る
」
と
い
う
白
井
さ
ん
。 

　「
一
生
懸
命
生
き
る
の
が
元
気
の
秘
け
つ
。

自
分
が
幸
せ
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
。
幸
せ
な
ら

同
じ
こ
と
で

も
プ
ラ
ス
思

考
で
や
っ
て

い
け
る
」
と

白
井
さ
ん
の

わ
き
出
る
元

気
の
仕
組
み

を
、
豪
快
に

笑
い
な
が
ら

話
し
て
く
れ

ま
し
た
。 

ひ 

き
ず
な 

い
の
ち 

だ
ん
わ 
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7
白井 隆子 さん（66歳） 

網野町浜詰 

しら  い たか  こ 

元
気
を
振
り
ま
く 

　
名
物
お
ば
ち
ゃ
ん 

 

家や自転車のカギかけなどの身近な防犯対策
について、再度確認してくださいね。 毎月15日は「京丹後市・防犯の日」 


